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６月議会
定例会

　令和４年６月定例会は６月７日から13日までの７日間の会期で開か
れました。
　一般質問には13人中９人が登壇。西脇町政の４年間、子育て支援、
農業、防災、エコバス、夏まつりなどについて町執行部と活発な論戦
が交わされました。
　また専決処分の承認、条例の改正、補正予算などを審議し、原案の
とおり可決しました。

６月議会
定例会

質 疑 答 弁主な質疑

省エネ改修工事を行った住
宅への減額措置の見直し・
延長とあるが、具体的にはど
のような工事が対象となる
のか。

主な内容 固定資産税（土地）の負担調整措置の軽減等、国の法律改正に伴う改正。

気密性を高める改修工事
などで、国の省エネ基準
を満たした際の減額だ。
対象は平成20年までに建
築された物件だったが、平
成26年までに建築された
物件へと変更された。中村

議員
税務
課長

宮沢（光）
議員

田中
議員

候補者からの掲載文は、選
挙管理委員会にメールで送
るのか、それともコピーした
ものを渡すのか。

現在は、申請書に掲載文
と写真を添付したものの
提出を求めるが、今後は申
請書に電子媒体のＣＤｰＲ
を添付し提出してもらう
ことを考えている。中村

議員
総務
課長

聖籠町税条例の一部を改正する条例を専決処分
したため、承認を求めるもの承 認

質 疑 答 弁主な質疑

主な内容 町の選挙で発行する選挙公報の掲載文は、これまで候補者が所定の用紙に記
入して提出していた。このたび、デジタル化の進展等の時勢に鑑み、電子媒体で
の提出も可能とするための改正。

議会議員及び長の選挙公報の発行に関する
条例の一部を改正

条 例
改 正

生活環境
課長

町民枠として２人を予定して
いるということだが、基本的
には公募か。枠を超えた人
数が応募した場合の選出基
準は決まっているのか。

選出基準は定めていない。
町のさまざまな委員の選
出基準を参考にするが、
環境の専門的な知識を求
めているのではなく、町民
の立場での問題意識と熱
意が基準になる。

質 疑 答 弁主な質疑

主な内容 町民協働によるまちづくりを推進する観点から、町環境審議会委員に一般町民
を加えるための改正。

環境審議会条例の一部改正
条 例
改 正

改正された条例に、選挙運
動用自動車の燃料供給とし
て１日１台当たりの公費負担
額が示されている。自動車
が複数でも公費負担がある
ということか。

仮に複数台を使用しても、
１日につき１台分しか負担
はしないと認識している。 総務

課長

質 疑 答 弁主な質疑

主な内容 公職選挙法施行令の改正に伴い、選挙運動に係る公費負担の限度額を国に準
じて引き上げるための改正。

議会議員及び町長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正

条 例
改 正
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申請者全員に
交付決定

新型コロナウイルスワクチン
接種対策費国庫負担金

補 正 額項目 主 な 内 容 総　額

１億
3777 万円

一

般

会

計

歳
　入

歳
　
　出

78億
3277 万円

　今
回
の
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
４
回
目
の
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
や
、

物
価
の
高
騰
等
に
直
面
し
て

い
る
子
育
て
世
帯
を
支
援
す

る
も
の
で
す
。

青
木
順
議
員
　５
千
万
円
の

予
算
を
決
め
た
以
上
、
限
り

な
く
そ
の
予
算
に
近
づ
け
る

こ
と
が
公
平
、
公
正
な
政
策

で
は
な
い
の
か
。

町
長
　期
日
近
く
な
っ
て
か

ら
多
数
の
方
が
申
請
さ
れ
た

た
め
、把
握
し
き
れ
な
か
っ
た
。

宮
沢
光
子
議
員
　応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
全
員
交
付
決
定
に

な
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
申
請

者
に
説
明
す
る
の
か
。

町
長
　こ
の
事
業
は
町
の
総

合
的
な
政
策
と
捉
え
て
い
る

の
で
、
全
員
に
交
付
し
た
い
。

個
別
に
お
知
ら
せ
す
る
。

主
な
質
疑

抽
選
な
し

ど
う
伝
え
る

QA
個
別
に
お
知
ら
せ
す
る

暮
ら
し
応
援
事
業

な
ぜ
増
額
か

QA
締
め
切
り
間
際
に

殺
到
し
た
た
め

暮らし応援事業に
追加予算

補正
予算

町の活性化に
つながると
いいね

社会資本整備総合交付金

繰越金

子育て世帯独自給付金扶助費

新型コロナウイルスワクチン接種業務委託料

道路改良工事

新発田地域広域事務組合消防負担金

聖籠町暮らし応援事業補助金

新型コロナウイルス感染症
対応地方創生臨時交付金

1513万円

3538万円

1611万円

4819万円

2900万円

1973万円

1870万円

1761万円

698万円

 

ワ
ク
チ
ン
接
種

　３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

４
月
か
ら
対
象
者
が
18
歳
以

上
か
ら
12
歳
以
上
に
拡
大
さ

れ
、
令
和
４
年
５
月
27
日
現

在
、
８
０
７
５
人
の
方
が
接

種
を
終
え
て
い
ま
す
。

　５
歳
か
ら
11
歳
を
対
象
と

す
る
小
児
接
種
に
つ
い
て
は
、

新
発
田
市
コ
モ
プ
ラ
ザ
と
町

診
療
所
で
集
団
接
種
を
実
施

し
ま
し
た
。

 

成
人
式
開
催

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
昨
年
延
期

に
な
っ
た
年
代
の
式
を
８
月

13
日
に
開
催
し
ま
す
。

　今
年
度
対
象
者
の
式
に
つ

い
て
は
、
実
行
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
８
月
14
日
に
開
催

し
た
い
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

 

海
上
花
火
の
み

　５
月
23
日
に
「
聖
籠
夏
祭

り
実
行
委
員
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
対
応

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結

果
、
多
く
の
人
を
集
客
す
る

イ
ベ
ン
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

の
観
点
か
ら
難
し
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
で
す

が
、
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
を

中
止
と
は
せ
ず
、
海
上
花
火

の
み
、
無
観
客
で
打
ち
上
げ

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 

町
独
自
の
給
付
金
事
業

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油

価
格
や
電
気
・
ガ
ス
料
金
を

含
む
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
子
育
て
世
帯
に
対

し
て
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
今
年
度
18
歳

以
下
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き

１
万
円
の
給
付
金
を
支
給
す

る
関
連
経
費
を
、
６
月
補
正

予
算
に
計
上
し
ま
す
。

 

特
別
大
使
を
任
命

　町
の
知
名
度
向
上
お
よ
び

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
「
聖
籠
町

特
別
大
使
」
制
度
を
新
設
し

ま
し
た
。
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
コ
ー
チ
の
加
藤
健
さ
ん
を

「
聖
籠
町
ス
ポ
ー
ツ
大
使
」

に
、
女
優
の
菅
原
り
こ
さ
ん

を
「
聖
籠
町
文
化
・
芸
能
大

使
」
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
し
ま

し
た
。

　４
月
27
日
に
開
催
し
た
任

命
式
に
は
、
菅
原
り
こ
さ
ん

に
出
席
い
た
だ
き
任
命
書
を

交
付
し
ま
し
た
。
加
藤
健
さ

ん
に
は
、
改
め
て
任
命
書
交

付
の
場
を
設
け
る
予
定
で
す
。

 

町
長
出
馬
表
明

　９
月
４
日
を
も
っ
て
１
期

目
の
任
期
が
満
了
を
迎
え
ま

す
。
ま
た
、
８
月
に
は
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　後
援
会
の
方
々
と
協
議
し
、

引
き
続
き
行
政
運
営
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
き
た
く
出
馬
を

決
意
し
ま
し
た
。

行政報告

西脇町長
にし  わき

質問項目
Q１

Vol.12

かんだ　　 さとし

神田 佐登志さん

聖籠町無形文化財指定蓮潟神楽。
神楽舞の中でも主役的な獅子舞
を操る４人衆の声を紹介します。

神楽舞の活かしのところ。
舞った後に皆さんから拍手を
もらえたとき。
伝統的なこと、物は長く残せ
るように。

1 笛、太鼓のリズムに合わせて踊るところ。
踊り終わって、見てくれた方からの拍手。
未来の聖籠町を担ってくれる子ども
たちが、仲良く元気で暮らせる町に。

1
2

3

さ く ま　   さかえ

佐久間 栄さん
いまだに舞の途中で「次どう
だっけ」と度忘れしてしまう
ことがあるので、毎回緊張し
てしまう。
祭りのとき、みんなが集まっ
てくれるとうれしい。
活性化に期待します。

1

2

3

2
3

そ　ね　　ぜんじ

曽根 善治さん

笛、太鼓やさまざまな役の舞手があり、
それぞれが調和のとれた舞をすること。
獅子の舞のあとで子どもたちの笑顔を見
て、思い出になれたかなと思えるとき。
子どもたちが夢と希望を持って成長でき
る町になってほしい。郷土の文化に根差
した活動をしている方々の活躍の場を増
やし、文化継続のための力添えを。

1

2

3

はせがわ　　ひろかず

長谷川 弘和さん

神楽舞で一番難しいところは？
Q２ 神楽舞でうれしいと思うところは？
Q３ 町に期待することは？

蓮潟神楽
 ４人衆の

声
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多
数

の
場
合
は
抽
選
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
全
員
交
付
決
定
に

な
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
申
請

者
に
説
明
す
る
の
か
。

町
長
　こ
の
事
業
は
町
の
総

合
的
な
政
策
と
捉
え
て
い
る

の
で
、
全
員
に
交
付
し
た
い
。

個
別
に
お
知
ら
せ
す
る
。

主
な
質
疑

抽
選
な
し

ど
う
伝
え
る

QA
個
別
に
お
知
ら
せ
す
る

暮
ら
し
応
援
事
業

な
ぜ
増
額
か

QA
締
め
切
り
間
際
に

殺
到
し
た
た
め

暮らし応援事業に
追加予算

補正
予算

町の活性化に
つながると
いいね

社会資本整備総合交付金

繰越金

子育て世帯独自給付金扶助費

新型コロナウイルスワクチン接種業務委託料

道路改良工事

新発田地域広域事務組合消防負担金

聖籠町暮らし応援事業補助金

新型コロナウイルス感染症
対応地方創生臨時交付金

1513万円

3538万円

1611万円

4819万円

2900万円

1973万円

1870万円

1761万円

698万円

 

ワ
ク
チ
ン
接
種

　３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

４
月
か
ら
対
象
者
が
18
歳
以

上
か
ら
12
歳
以
上
に
拡
大
さ

れ
、
令
和
４
年
５
月
27
日
現

在
、
８
０
７
５
人
の
方
が
接

種
を
終
え
て
い
ま
す
。

　５
歳
か
ら
11
歳
を
対
象
と

す
る
小
児
接
種
に
つ
い
て
は
、

新
発
田
市
コ
モ
プ
ラ
ザ
と
町

診
療
所
で
集
団
接
種
を
実
施

し
ま
し
た
。

 

成
人
式
開
催

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
昨
年
延
期

に
な
っ
た
年
代
の
式
を
８
月

13
日
に
開
催
し
ま
す
。

　今
年
度
対
象
者
の
式
に
つ

い
て
は
、
実
行
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
８
月
14
日
に
開
催

し
た
い
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

 

海
上
花
火
の
み

　５
月
23
日
に
「
聖
籠
夏
祭

り
実
行
委
員
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
対
応

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結

果
、
多
く
の
人
を
集
客
す
る

イ
ベ
ン
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

の
観
点
か
ら
難
し
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
で
す

が
、
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
を

中
止
と
は
せ
ず
、
海
上
花
火

の
み
、
無
観
客
で
打
ち
上
げ

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 

町
独
自
の
給
付
金
事
業

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油

価
格
や
電
気
・
ガ
ス
料
金
を

含
む
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
子
育
て
世
帯
に
対

し
て
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
今
年
度
18
歳

以
下
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き

１
万
円
の
給
付
金
を
支
給
す

る
関
連
経
費
を
、
６
月
補
正

予
算
に
計
上
し
ま
す
。

 

特
別
大
使
を
任
命

　町
の
知
名
度
向
上
お
よ
び

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
「
聖
籠
町

特
別
大
使
」
制
度
を
新
設
し

ま
し
た
。
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
コ
ー
チ
の
加
藤
健
さ
ん
を

「
聖
籠
町
ス
ポ
ー
ツ
大
使
」

に
、
女
優
の
菅
原
り
こ
さ
ん

を
「
聖
籠
町
文
化
・
芸
能
大

使
」
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
し
ま

し
た
。

　４
月
27
日
に
開
催
し
た
任

命
式
に
は
、
菅
原
り
こ
さ
ん

に
出
席
い
た
だ
き
任
命
書
を

交
付
し
ま
し
た
。
加
藤
健
さ

ん
に
は
、
改
め
て
任
命
書
交

付
の
場
を
設
け
る
予
定
で
す
。

 

町
長
出
馬
表
明

　９
月
４
日
を
も
っ
て
１
期

目
の
任
期
が
満
了
を
迎
え
ま

す
。
ま
た
、
８
月
に
は
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　後
援
会
の
方
々
と
協
議
し
、

引
き
続
き
行
政
運
営
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
き
た
く
出
馬
を

決
意
し
ま
し
た
。

行政報告

西脇町長
にし  わき

質問項目
Q１

Vol.12

かんだ　　 さとし

神田 佐登志さん

聖籠町無形文化財指定蓮潟神楽。
神楽舞の中でも主役的な獅子舞
を操る４人衆の声を紹介します。

神楽舞の活かしのところ。
舞った後に皆さんから拍手を
もらえたとき。
伝統的なこと、物は長く残せ
るように。

1 笛、太鼓のリズムに合わせて踊るところ。
踊り終わって、見てくれた方からの拍手。
未来の聖籠町を担ってくれる子ども
たちが、仲良く元気で暮らせる町に。

1
2

3

さ く ま　   さかえ

佐久間 栄さん
いまだに舞の途中で「次どう
だっけ」と度忘れしてしまう
ことがあるので、毎回緊張し
てしまう。
祭りのとき、みんなが集まっ
てくれるとうれしい。
活性化に期待します。

1

2

3

2
3

そ　ね　　ぜんじ

曽根 善治さん

笛、太鼓やさまざまな役の舞手があり、
それぞれが調和のとれた舞をすること。
獅子の舞のあとで子どもたちの笑顔を見
て、思い出になれたかなと思えるとき。
子どもたちが夢と希望を持って成長でき
る町になってほしい。郷土の文化に根差
した活動をしている方々の活躍の場を増
やし、文化継続のための力添えを。

1

2

3

はせがわ　　ひろかず

長谷川 弘和さん

神楽舞で一番難しいところは？
Q２ 神楽舞でうれしいと思うところは？
Q３ 町に期待することは？

蓮潟神楽
 ４人衆の

声
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　三
重
県
三
重
郡
川
越
町
と

本
町
は
、
平
成
29
年
に
友
好

交
流
都
市
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
あ
り
、

お
互
い
に
有
効
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で

は
、
川
越
町
議
会
教
育
民
生

常
任
委
員
会
と
リ
モ
ー
ト
で

交
流
の
方
向
性
を
協
議
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
お

互
い
に
提
言
書
を
町
長
に
提

出
し
、
改
め
て
町
民
の
皆
さ

ん
も
一
緒
に
相
互
の
交
流
を

深
め
、
協
定
を
促
進
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　今
回
提
出
す
る
提
言
内
容

は
左
記
の
通
り
で
す
。

「
提
言
内
容
」

①
教
育
・
子
育
て
に
お
け
る

　交流
促
進
及
び
支
援

②
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
に

　おけ
る
交
流
促
進
及
び
支

　援
③
産
業
に
お
け
る
交
流
促
進

　及び
支
援

④
町
民
が
自
発
的
に
企
画
す

　る交
流
事
業
へ
の
支
援

⑤
両
町
民
に
向
け
友
好
交
流

　都市
協
定
に
基
づ
く
交
流

　内容
を
具
体
的
に
広
報

　

以
上
５
点
を
提
言
す
る
に
当

た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
が
必
要
な
状

況
に
お
い
て
、
県
を
ま
た
ぐ

移
動
が
必
要
な
対
面
で
の
交

流
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し

ま
し
た
。今
後
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
リ
モ
ー

ト
交
流
を
優
先
し
、
感
染
状

況
の
落
ち
着
き
と
と
も
に
取

り
組
み
が
拡
大
さ
れ
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　交
流
事
業
の
計
画
・
実
施

に
つ
い
て
は
、
行
政
単
独
で

取
り
組
む
も
の
で
は
な
く
、

川
越
町
議
会
と
聖
籠
町
議
会

が
協
働
し
て
交
流
事
業
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

川越町議会と
友好交流都市協定を

促進します

リモート会議の様子リモート会議の様子

交流促進に向け、町と議会がタッグを組みます交流促進に向け、町と議会がタッグを組みます

﹇
提
出
者
﹈
新
潟
県
教
職
員
組
合
下
越
支
部
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　執
行
委
員
長
　渕
田
　徹

﹇
紹
介
議
員
﹈
宮
沢
光
子
・
中
村
恵
美
子

﹇
請
願
の
主
旨
﹈

き
め
細
か
い
教
育
活
動
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
「
１
ク

ラ
ス
25
人
以
上
」
の
下
限
設
定
の
撤
廃
や
、
さ
ら
な
る
学

級
編
成
標
準
の
引
き
下
げ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

に
意
見
書
の
提
出
を
お
願
い
し
た
い
。

﹇
要
望
事
項
（
一
部
掲
載
）
﹈

●
中
学
校
で
の
35
人
学
級
を
早
急
に
実
現
す
る
こ
と
。
ま
た
、

さ
ら
な
る
学
級
編
成
標
準
の
引
き
下
げ
を
検
討
し
、
30
人

以
下
と
す
る
こ
と
。

●
学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
是
正
を
実
現
す
る
た

め
、
加
配
の
増
員
や
少
数
職
種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員
定

数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

↓
採
択
を
受
け
、
国
に 

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　  *意見書とは？
地方公共団体の公益
にかかわる事柄に関
して議会の意思を意
見としてまとめたも
の。

　  *請願書とは？
法に基づき、官・公・
署などに要望を述べ
る意見書のこと。

• 議会の豆知識 •

*

み
な
さ
ん
の
声

み
な
さ
ん
の
声
請
願
1
件
を
調
査

全
員
賛
成
で
採
択

◎
30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分

の
１
復
元
に
係
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る 

請
願
書

議 員 表 決 結 果 報 告議 員 表 決 結 果 報 告
令和４年第２回聖籠町議会定例会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

専決処分の承認を求めるについて［聖籠町税条例の一部を改正する条例］

提 

出 

者

町 

長

請
願
議
員

五
十
嵐
利
栄

長
谷
川
六
男

須
貝

　龍夫

中
村
恵
美
子

宮
沢

　光子

髙
松

　守雄

田
中

　智之

青
木

　順

小
川

　勝也

宮
沢
さ
や
か

手
嶋

　満

伊
藤

　千穂

髙
崎
美
由
貴

欠－○○○○○○○○○○○

採
決
結
果

議　案　等

１

承認
専決処分の承認を求めるについて［聖籠町国民健康保険税条例の一部を改正する条例］ 欠－○

×

○○○○○○○○○ 承認
聖籠町議会議員及び長の選挙公報の発行に関する条例の一部を改正する条例について 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
聖籠町環境審議会条例の一部を改正する条例について 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
聖籠町公共用施設維持基金条例の一部を改正する条例について 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
聖籠町税条例等の一部を改正する条例について 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
聖籠町都市計画審議会条例の一部を改正する条例について 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
財産の取得について［小型動力ポンプ付普通積載車］ 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
令和４年度聖籠町一般会計補正予算（第１号） 欠－○○○

×

○○○○○○○ 可決
令和４年度聖籠町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
令和４年度聖籠町下水道事業会計補正予算（第１号） 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
令和４年度聖籠町水道事業会計補正予算（第１号） 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
聖籠町議会議員及び聖籠町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の
一部を改正する条例について 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
令和４年度聖籠町一般会計補正予算（第２号） 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書の採択を求める請願書 欠－○○○○○○○○○○○ 採択
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書 欠－○○○○○○○○○○○ 可決

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
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は
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友
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し
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影
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、
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に
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に
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で
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こ

で
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で

は
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は
左
記
の
通
り
で
す
。

「
提
言
内
容
」

①
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に
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及
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芸
術
文
化
に

　おけ
る
交
流
促
進
及
び
支

　援
③
産
業
に
お
け
る
交
流
促
進

　及び
支
援

④
町
民
が
自
発
的
に
企
画
す

　る交
流
事
業
へ
の
支
援

⑤
両
町
民
に
向
け
友
好
交
流

　都市
協
定
に
基
づ
く
交
流

　内容
を
具
体
的
に
広
報

　

以
上
５
点
を
提
言
す
る
に
当

た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
が
必
要
な
状

況
に
お
い
て
、
県
を
ま
た
ぐ

移
動
が
必
要
な
対
面
で
の
交

流
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し

ま
し
た
。今
後
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
リ
モ
ー

ト
交
流
を
優
先
し
、
感
染
状

況
の
落
ち
着
き
と
と
も
に
取

り
組
み
が
拡
大
さ
れ
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　交
流
事
業
の
計
画
・
実
施

に
つ
い
て
は
、
行
政
単
独
で

取
り
組
む
も
の
で
は
な
く
、

川
越
町
議
会
と
聖
籠
町
議
会

が
協
働
し
て
交
流
事
業
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

川越町議会と
友好交流都市協定を

促進します

リモート会議の様子リモート会議の様子

交流促進に向け、町と議会がタッグを組みます交流促進に向け、町と議会がタッグを組みます

﹇
提
出
者
﹈
新
潟
県
教
職
員
組
合
下
越
支
部
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　執
行
委
員
長
　渕
田
　徹

﹇
紹
介
議
員
﹈
宮
沢
光
子
・
中
村
恵
美
子

﹇
請
願
の
主
旨
﹈

き
め
細
か
い
教
育
活
動
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
「
１
ク

ラ
ス
25
人
以
上
」
の
下
限
設
定
の
撤
廃
や
、
さ
ら
な
る
学

級
編
成
標
準
の
引
き
下
げ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

に
意
見
書
の
提
出
を
お
願
い
し
た
い
。

﹇
要
望
事
項
（
一
部
掲
載
）
﹈

●
中
学
校
で
の
35
人
学
級
を
早
急
に
実
現
す
る
こ
と
。
ま
た
、

さ
ら
な
る
学
級
編
成
標
準
の
引
き
下
げ
を
検
討
し
、
30
人

以
下
と
す
る
こ
と
。

●
学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
是
正
を
実
現
す
る
た

め
、
加
配
の
増
員
や
少
数
職
種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員
定

数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

↓
採
択
を
受
け
、
国
に 

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　  *意見書とは？
地方公共団体の公益
にかかわる事柄に関
して議会の意思を意
見としてまとめたも
の。

　  *請願書とは？
法に基づき、官・公・
署などに要望を述べ
る意見書のこと。

• 議会の豆知識 •

*

み
な
さ
ん
の
声

み
な
さ
ん
の
声
請
願
1
件
を
調
査

全
員
賛
成
で
採
択

◎
30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分

の
１
復
元
に
係
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る 

請
願
書

議 員 表 決 結 果 報 告議 員 表 決 結 果 報 告
令和４年第２回聖籠町議会定例会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

専決処分の承認を求めるについて［聖籠町税条例の一部を改正する条例］

提 

出 

者

町 

長

請
願
議
員

五
十
嵐
利
栄

長
谷
川
六
男

須
貝

　龍夫

中
村
恵
美
子

宮
沢

　光子

髙
松

　守雄

田
中

　智之

青
木

　順

小
川

　勝也

宮
沢
さ
や
か

手
嶋

　満

伊
藤

　千穂

髙
崎
美
由
貴

欠－○○○○○○○○○○○

採
決
結
果

議　案　等

１

承認
専決処分の承認を求めるについて［聖籠町国民健康保険税条例の一部を改正する条例］ 欠－○

×

○○○○○○○○○ 承認
聖籠町議会議員及び長の選挙公報の発行に関する条例の一部を改正する条例について 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
聖籠町環境審議会条例の一部を改正する条例について 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
聖籠町公共用施設維持基金条例の一部を改正する条例について 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
聖籠町税条例等の一部を改正する条例について 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
聖籠町都市計画審議会条例の一部を改正する条例について 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
財産の取得について［小型動力ポンプ付普通積載車］ 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
令和４年度聖籠町一般会計補正予算（第１号） 欠－○○○

×

○○○○○○○ 可決
令和４年度聖籠町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
令和４年度聖籠町下水道事業会計補正予算（第１号） 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
令和４年度聖籠町水道事業会計補正予算（第１号） 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
聖籠町議会議員及び聖籠町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の
一部を改正する条例について 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
令和４年度聖籠町一般会計補正予算（第２号） 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書の採択を求める請願書 欠－○○○○○○○○○○○ 採択
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書 欠－○○○○○○○○○○○ 可決
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幼
稚
園

預かり保育 今後の運営は
ま
ち
づ
く
り

長谷川六男議員の
視点

２期目に向けて新たな決意は

町長 町民の命と心と
財産を守る

町長 子育て支援で
柔軟に対応したい

宮沢さやか議員の

　視点
宮沢光子議員の

  視点

一
口
メ
モ

※

通
常
の
町
立
幼
稚
園
の

　預か
り
保
育
時
間

　午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時
ま
で

※

暫
定
的
に
延
長
し
て
い
る

　預か
り
保
育
時
間

　午
前
７
時
か
ら
７
時
30
分

　午
後
６
時
か
ら
７
時
ま
で

問
　幼
児
教
育
現
場
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

や
保
護
者
の
利
便
性
向
上
、

幼
稚
園
教
諭
の
負
担
軽
減
に

も
つ
な
が
る
。
町
立
幼
稚
園

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長
　園
児
の
登
園
・
降

園
時
間
を
管
理
す
る
メ

ニ
ュ
ー
や
園
児
の
健
康
管
理

等
、
園
業
務
の
一
部
を
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
し
、
一
元
的
な
情
報
管

理
が
で
き
る
体
制
整
備
を
進

め
て
い
く
。

問
　町
立
幼
稚
園
に
お
け
る

預
か
り
保
育
時
間
の
延
長
は
、

救
済
措
置
と
し
て
の
暫
定
的

な
対
応
で
あ
る
。
町
と
し
て

は
預
か
り
保
育
を
今
後
ど
の

よ
う
に
運
営
し
て
い
く
の
か
。

町
長
　将
来
的
に
は
本
来
の

預
か
り
保
育
時
間
に
戻
す
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る

が
、
保
護
者
の
就
労
状
況
の

変
化
等
、
そ
の
時
の
社
会
情

勢
や
保
護
者
の
要
望
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
子
育
て
支
援

の
観
点
か
ら
柔
軟
な
対
応
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
　預
か
り
保
育
時
間
を
短

縮
し
、
幼
児
教
育
に
特
化
す

る
と
い
う
構
想
も
あ
る
の
か
。

町
長
　将
来
的
に
は
本
来
の

幼
稚
園
の
時
間
帯
と
な
る
こ

と
が
基
本
と
思
う
が
、
町
と

し
て
は
や
は
り
柔
軟
な
考
え

方
を
持
つ
必
要
は
あ
る
。

問
　本
町
で
も
来
年
か
ら
段

階
的
な
地
域
移
行
が
開
始
さ

れ
る
と
聞
く
。
対
象
と
な
る

部
活
は
決
ま
っ
た
の
か
。

教
育
長
　令
和
５
年
度
は
陸

上
部
で
実
証
実
験
を
行
う
。

令
和
６
年
度
は
、
地
域
部
活

動
を
担
当
し
た
い
と
考
え
て

い
る
教
員
が
担
当
す
る
種
目

の
実
証
実
験
を
想
定
し
て
い

る
。

問
　指
導
者
の
確
保
を
含
め
、

令
和
７
年
度
か
ら
全
面
移
行

は
可
能
と
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長
　国
が
定
め
た
改
革

集
中
期
間
に
制
度
お
よ
び
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

問
　全
面
移
行
後
は
全
額
受

益
者
負
担
と
な
る
よ
う
だ
が
、

負
担
額
は
一
律
か
。

教
育
長
　種
目
に
よ
り
負
担

に
差
が
生
じ
な
い
よ
う
制
度

設
計
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
　経
済
的
に
困
窮
す
る
家

庭
へ
の
支
援
等
は
ど
う
す
る
。

教
育
長
　国
の
制
度
設
計
を

注
視
し
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
参
加
で
き
な
い
と
い
う
状

況
は
防
い
で
い
き
た
い
。

問
　令
和
７
年
度
の
全
面
移

行
に
向
け
、
保
護
者
や
児
童

へ
の
き
め
細
か
な
説
明
が
必

要
と
思
う
。
現
小
学
４
〜
６

年
生
の
児
童
・
保
護
者
を
対

象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

や
文
書
配
布
を
す
る
考
え
は
。

教
育
長
　さ
ま
ざ
ま
な
広
報

誌
で
情
報
提
供
を
し
て
き
て

お
り
、
部
活
動
の
地
域
移
行

の
考
え
方
は
周
知
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
部

活
動
改
革
に
つ
い
て
は
２
年

間
の
う
ち
に
方
向
性
を
し
っ

か
り
と
定
め
て
い
き
た
い
。

問
　６
月
定
例
会
の
初
日
、

行
政
報
告
で
２
期
目
へ
の
出

馬
表
明
を
し
た
。
１
期
４
年

間
を
振
り
返
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
が
ま
ち
づ
く
り
に
ど

う
い
う
効
果
が
あ
っ
た
と

思
っ
て
い
る
か
。

町
長
　就
任
時
の
厳
し
い
財

政
状
況
か
ら
行
財
政
改
革
を

始
め
た
。
同
時
に
公
約
で
掲

げ
た
子
育
て
・
教
育
、
安
心

・
安
全
な
ど
の
個
別
施
策
の

新
規
取
り
組
み
や
拡
充
を
し

た
。
　
　

　事
業
見
直
し
で
は
、
循
環

バ
ス
や
小
・
中
学
校
の
情
報

機
器
な
ど
で
事
業
効
果
を
落

と
す
こ
と
な
く
経
費
を
節
減

で
き
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
、

あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
り
、

真
の
目
的
は
町
民
の
幸
福
度・

満
足
度
を
高
め
、
日
々
の
生

活
が
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問
　２
期
目
に
向
け
て
、
新

た
な
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
大
き
な
視
点

で
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　町
民
の
命
と
心
、
財

産
を
守
る
こ
と
が
基
本
理
念

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
６
月

１
日
に
公
表
さ
れ
た
大
東
建

託
の
「
住
み
こ
こ
ち
ラ
ン
キ

ン
グ
」
で
聖
籠
町
は
新
潟
県

で
１
位
、
甲
信
越
で
６
位
に

な
っ
た
。
多
く
の
人
か
ら
聖

籠
町
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

問
　令
和
４
年
度
か
ら
新
し

い
子
育
て
シ
ス
テ
ム
と
教
育

未
来
課
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ど
ち
ら
も
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
ま
だ
短
い
期
間
で
あ
る
が
、

教
育
現
場
で
の
実
情
や
問
題・

課
題
を
い
ち
早
く
把
握
す
る

た
め
、
町
長
と
教
育
長
は
情

報
共
有
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。

町
長
　教
育
長
か
ら
は
重
大

案
件
に
つ
い
て
、
随
時
報
告

を
受
け
て
い
る
。
情
報
共
有

は
十
分
に
で
き
て
い
る
。

教
育
長
　幼
児
教
育
の
充
実

に
向
け
、
幼
児
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
子
ど
も
教
育
課
等

が
現
場
と
密
に
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
情
報
共
有
を
行
っ

て
い
る
。

問
　４
月
20
日
の
町
か
ら
の

ラ
イ
ン
情
報
で
は
、
町
か
ら

出
さ
れ
た
ご
み
の
中
に
未
使

用
の
散
弾
銃
の
弾
が
発
見
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　今
も
昔
も
住
民
の
ご
み
出

し
問
題
は
、
各
集
落
の
区
長

の
中
で
は
頭
を
抱
え
る
課
題

で
あ
る
。
常
時
、
町
民
に
向

け
啓
発
と
注
意
喚
起
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長
　未
使
用
の
散
弾
銃
の

弾
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
ま

れ
な
事
例
で
あ
っ
た
。
警
察

も
捜
査
し
た
が
、
詳
細
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　ご
み
の
分

別
・
出
し
方
の
周
知
は
全
世

帯
に
配
布
し
て
い
る
広
報
紙

が
最
大
の
広
報
手
段
だ
と
考

え
て
い
る
。
転
入
者
に
は
、

ご
み
の
出
し
方
を
説
明
し
て

い
る
。
し
か
し
、
説
明
し
き

れ
な
い
部
分
も
あ
る
。

問

問

問問

問

問問

問問

問問 町 

長

町 

長

町 

長
町 

長

町 

長

町 

長
生
活
環
境
課
長

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

問 ご
み
の
分
別
や
出
し

方
の
注
意
喚
起
を

部
活
動
の
地
域
移
行

町
の
現
況
は

スムーズな地域移行に向け準備中（スポネット事務局）スムーズな地域移行に向け準備中（スポネット事務局）

　　　
自分が出すごみに責任を持ちましょう
　　　
自分が出すごみに責任を持ちましょう
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評
価 １期４年間の評価は

目
安
超
過

長谷川六男議員の
視点

米の生産目安今後どうする

町長 農家おのおのが
自ら考える問題

町長 町民から
判断いただくもの

中村恵美子議員の

　視点
髙崎美由貴議員の

　視点

問
　３
月
定
例
会
で
町
長
は
、

２
期
目
に
つ
い
て
、「
４
月

か
ら
の
新
し
い
子
育
て
シ
ス

テ
ム
に
移
行
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
自
身
の
４
年
間
を
振

り
返
り
、
今
後
の
こ
と
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。」
と
答
弁
し
た
。

　６
月
と
も
な
れ
ば
町
長
選

挙
ま
で
２
カ
月
で
あ
る
。
こ

の
４
年
間
で
は
、
自
分
を
ど

う
評
価
す
る
の
か
。
ま
た
、

２
期
目
に
つ
い
て
出
馬
表
明

を
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長
　４
年
間
の
評
価
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
は
町
民

の
皆
様
に
判
断
を
い
た
だ
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

４
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

実
施
し
、
事
業
の
見
直
し
を

行
っ
て
き
た
。
医
療
費
、
給

食
費
、
タ
ク
シ
ー
券
の
助
成
、

循
環
バ
ス
事
業
な
ど
、
す
で

に
効
果
と
し
て
感
じ
て
い
る

も
の
も
あ
る
と
思
う
。
子
育

て
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
な
ど
、

効
果
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
も

の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業

を
進
め
な
が
ら
同
時
に
財
政

再
建
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　２
期
目
の
出
馬
に
つ
い
て

は
、
行
政
報
告
の
中
で
報
告

し
た
通
り
で
あ
る
。

問
　子
ど
も
医
療
費
に
つ
い

て
は
、
町
は
高
校
卒
業
ま
で

１
回
の
診
療
に
か
か
る
医
療

費
負
担
が
５
３
０
円
で
同
じ

月
の
２
回
目
以
降
の
診
療
は

無
料
と
な
り
、
と
て
も
保
護

者
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。

　阿
賀
町
で
は
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
は
、
令
和
２
年
４

月
１
日
か
ら
18
歳
ま
で
が
入

院
費
も
完
全
無
償
化
と
な
っ

て
い
る
。
小
学
校
入
学
前
ま

で
特
に
医
療
費
の
多
く
か
か

る
子
ど
も
た
ち
の
医
療
費
の

無
償
化
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　小
学
校
入
学
前
ま
で

の
子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化

は
、
少
子
化
対
策
の
観
点
か

ら
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
私

自
身
も
認
識
し
て
い
る
。
た

だ
、
同
時
に
拡
充
策
が
継
続

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
の
財
政
状

況
な
ど
も
見
極
め
な
が
ら
、

さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
必
要

が
あ
る
。

問
　現
在
、
町
の
給
食
費
助

成
事
業
に
つ
い
て
、
幼
・
小
・

中
学
校
に
在
学
す
る
子
ど
も

が
３
人
以
上
い
る
保
護
者
を

対
象
に
助
成
し
て
い
る
。
保

護
者
は
、
大
変
助
か
っ
て
い

る
と
思
う
。
し
か
し
、
最
近

で
は
少
子
化
傾
向
で
あ
り
第

３
子
ま
で
の
子
ど
も
の
世
帯

が
少
な
い
。
第
１
子
や
第
２

子
も
対
象
に
す
る
べ
き
で
な

い
か
。

町
長
　第
３
子
以
降
の
給
食

費
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
か
ら
補
助
対
象
を
私
立
認

定
こ
ど
も
園
や
町
外
町
小
・

中
学
校
に
在
籍
す
る
第
３
子

以
内
の
給
食
費
も
対
象
に
し

た
。
物
価
高
騰
に
よ
り
給
食

材
料
費
が
課
題
だ
。

問 問
　燃
料
や
生
産
資
材
の
高

騰
に
対
す
る
町
独
自
の
支
援

を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長
　国
・
県
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
独
自
の
支
援

が
必
要
か
ど
う
か
見
極
め
る
。

問
　町
が
定
め
た
米
の
生
産

数
量
目
安
は
ど
の
程
度
達
成

で
き
て
い
る
か
。

町
長
　今
年
度
は
約
１
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
超
過
と
な
っ

て
い
る
。

問
　町
全
体
が
目
標
を
達
成

し
て
い
な
け
れ
ば
、
米
の
生

産
数
量
目
安
が
減
ら
さ
れ
、

産
地
交
付
金
が
減
額
さ
れ
る

と
い
う
不
利
益
が
生
じ
る
と

思
う
が
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　産
地
交
付

金
が
減
額
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
詳
細

は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

問
　生
産
数
量
の
目
安
を
達

成
せ
ず
超
過
し
て
い
る
市
町

村
は
さ
ら
に
配
分
が
減
ら
さ

れ
て
い
る
。
ま
じ
め
に
目
安

を
守
っ
て
い
る
人
が
報
わ
れ

ず
、
不
利
益
を
被
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

町
長
　個
人
的
に
不
利
益
を

被
る
農
家
は
あ
る
と
思
う
。

問
　大
豆
の
国
の
か
ら
の
産

地
交
付
金
が
、
町
は
10
ア
ー

ル
当
た
り
７
８
０
０
円
に
減

額
さ
れ
た
が
、
新
発
田
市
は

３
万
２
０
０
円
交
付
さ
れ
る

予
定
だ
。
こ
れ
を
ど
う
捉
え

る
の
か
。

産
業
観
光
課
長
　新
発
田
市

の
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

産
地
交
付
金
の
減
額
分
は
水

田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で

補
完
し
て
い
る
。

問
　大
豆
作
付
け
農
業
者
は
、

水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

に
よ
り
増
収
を
期
待
し
て
い

た
が
、
結
果
的
に
は
減
額
に

な
っ
た
。
大
豆
作
付
け
に
対

す
る
補
助
金
は
軒
並
み
減
ら

さ
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

産
業
観
光
課
長
　そ
れ
を
補

完
す
る
意
味
で
町
単
独
で
補

助
金
を
出
し
て
い
る
。

問
　町
再
生
協
議
会
会
員
に

大
豆
作
付
け
農
業
者
は
い
な

い
。
構
成
に
問
題
は
な
い
か
。

産
業
観
光
課
長
　特
に
問
題

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　活
発
な
意
見
交
換
も
な

さ
れ
ず
、
目
安
は
１
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
も
超
過
さ
れ
た
ま

ま
。
国
か
ら
補
助
金
を
減
ら

さ
れ
て
も
、
仕
方
が
な
い
と

簡
単
に
切
り
捨
て
て
い
る
よ

う
に
感
じ
た
。
農
業
再
生
協

議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
ど
う

考
え
る
の
か
。

町
長
　幹
事
会
で
実
務
的
な

話
を
活
発
に
行
っ
た
。
そ
こ

で
の
対
応
で
十
分
と
考
え
る
。

問
　目
安
を
共
有
し
て
達
成

す
る
よ
う
進
め
る
べ
き
で
は
。

産
業
観
光
課
長
　国
・
県
と

連
携
し
て
取
り
組
み
が
円
滑

に
進
む
よ
う
支
援
を
行
う
。

問
　町
の
主
食
用
米
の
配
分

を
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
超
過

し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、

今
後
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

町
長
　目
安
は
強
制
力
の
な

い
も
の
で
、
農
家
お
の
お
の

が
自
ら
考
え
る
問
題
と
考
え

る
。
主
食
用
米
以
外
の
作
物

に
対
す
る
支
援
を
考
え
て
い

き
た
い
。

問問問

問

問

問問

問 問 問 問

問

町 

長
町 

長

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

町 

長

町 

長

町 

長
町 

長
町 

長

町 

長

　　　
国民の生活を支える農業を持続可能なものに
　　　
国民の生活を支える農業を持続可能なものに

子
ど
も
医
療
費
の

無
償
化
を

子
ど
も
の
給
食
費

無
料
化
を

　　　
子どもたちが安心して暮らせる町に
　　　
子どもたちが安心して暮らせる町に
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幼
稚
園

預かり保育 今後の運営は
ま
ち
づ
く
り

長谷川六男議員の
視点

２期目に向けて新たな決意は

町長 町民の命と心と
財産を守る

町長 子育て支援で
柔軟に対応したい

宮沢さやか議員の

　視点
宮沢光子議員の

  視点

一
口
メ
モ

※

通
常
の
町
立
幼
稚
園
の

　預か
り
保
育
時
間

　午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時
ま
で

※

暫
定
的
に
延
長
し
て
い
る

　預か
り
保
育
時
間

　午
前
７
時
か
ら
７
時
30
分

　午
後
６
時
か
ら
７
時
ま
で

問
　幼
児
教
育
現
場
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

や
保
護
者
の
利
便
性
向
上
、

幼
稚
園
教
諭
の
負
担
軽
減
に

も
つ
な
が
る
。
町
立
幼
稚
園

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長
　園
児
の
登
園
・
降

園
時
間
を
管
理
す
る
メ

ニ
ュ
ー
や
園
児
の
健
康
管
理

等
、
園
業
務
の
一
部
を
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
し
、
一
元
的
な
情
報
管

理
が
で
き
る
体
制
整
備
を
進

め
て
い
く
。

問
　町
立
幼
稚
園
に
お
け
る

預
か
り
保
育
時
間
の
延
長
は
、

救
済
措
置
と
し
て
の
暫
定
的

な
対
応
で
あ
る
。
町
と
し
て

は
預
か
り
保
育
を
今
後
ど
の

よ
う
に
運
営
し
て
い
く
の
か
。

町
長
　将
来
的
に
は
本
来
の

預
か
り
保
育
時
間
に
戻
す
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る

が
、
保
護
者
の
就
労
状
況
の

変
化
等
、
そ
の
時
の
社
会
情

勢
や
保
護
者
の
要
望
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
子
育
て
支
援

の
観
点
か
ら
柔
軟
な
対
応
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
　預
か
り
保
育
時
間
を
短

縮
し
、
幼
児
教
育
に
特
化
す

る
と
い
う
構
想
も
あ
る
の
か
。

町
長
　将
来
的
に
は
本
来
の

幼
稚
園
の
時
間
帯
と
な
る
こ

と
が
基
本
と
思
う
が
、
町
と

し
て
は
や
は
り
柔
軟
な
考
え

方
を
持
つ
必
要
は
あ
る
。

問
　本
町
で
も
来
年
か
ら
段

階
的
な
地
域
移
行
が
開
始
さ

れ
る
と
聞
く
。
対
象
と
な
る

部
活
は
決
ま
っ
た
の
か
。

教
育
長
　令
和
５
年
度
は
陸

上
部
で
実
証
実
験
を
行
う
。

令
和
６
年
度
は
、
地
域
部
活

動
を
担
当
し
た
い
と
考
え
て

い
る
教
員
が
担
当
す
る
種
目

の
実
証
実
験
を
想
定
し
て
い

る
。

問
　指
導
者
の
確
保
を
含
め
、

令
和
７
年
度
か
ら
全
面
移
行

は
可
能
と
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長
　国
が
定
め
た
改
革

集
中
期
間
に
制
度
お
よ
び
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

問
　全
面
移
行
後
は
全
額
受

益
者
負
担
と
な
る
よ
う
だ
が
、

負
担
額
は
一
律
か
。

教
育
長
　種
目
に
よ
り
負
担

に
差
が
生
じ
な
い
よ
う
制
度

設
計
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
　経
済
的
に
困
窮
す
る
家

庭
へ
の
支
援
等
は
ど
う
す
る
。

教
育
長
　国
の
制
度
設
計
を

注
視
し
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
参
加
で
き
な
い
と
い
う
状

況
は
防
い
で
い
き
た
い
。

問
　令
和
７
年
度
の
全
面
移

行
に
向
け
、
保
護
者
や
児
童

へ
の
き
め
細
か
な
説
明
が
必

要
と
思
う
。
現
小
学
４
〜
６

年
生
の
児
童
・
保
護
者
を
対

象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

や
文
書
配
布
を
す
る
考
え
は
。

教
育
長
　さ
ま
ざ
ま
な
広
報

誌
で
情
報
提
供
を
し
て
き
て

お
り
、
部
活
動
の
地
域
移
行

の
考
え
方
は
周
知
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
部

活
動
改
革
に
つ
い
て
は
２
年

間
の
う
ち
に
方
向
性
を
し
っ

か
り
と
定
め
て
い
き
た
い
。

問
　６
月
定
例
会
の
初
日
、

行
政
報
告
で
２
期
目
へ
の
出

馬
表
明
を
し
た
。
１
期
４
年

間
を
振
り
返
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
が
ま
ち
づ
く
り
に
ど

う
い
う
効
果
が
あ
っ
た
と

思
っ
て
い
る
か
。

町
長
　就
任
時
の
厳
し
い
財

政
状
況
か
ら
行
財
政
改
革
を

始
め
た
。
同
時
に
公
約
で
掲

げ
た
子
育
て
・
教
育
、
安
心

・
安
全
な
ど
の
個
別
施
策
の

新
規
取
り
組
み
や
拡
充
を
し

た
。
　
　

　事
業
見
直
し
で
は
、
循
環

バ
ス
や
小
・
中
学
校
の
情
報

機
器
な
ど
で
事
業
効
果
を
落

と
す
こ
と
な
く
経
費
を
節
減

で
き
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
、

あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
り
、

真
の
目
的
は
町
民
の
幸
福
度・

満
足
度
を
高
め
、
日
々
の
生

活
が
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問
　２
期
目
に
向
け
て
、
新

た
な
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
大
き
な
視
点

で
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　町
民
の
命
と
心
、
財

産
を
守
る
こ
と
が
基
本
理
念

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
６
月

１
日
に
公
表
さ
れ
た
大
東
建

託
の
「
住
み
こ
こ
ち
ラ
ン
キ

ン
グ
」
で
聖
籠
町
は
新
潟
県

で
１
位
、
甲
信
越
で
６
位
に

な
っ
た
。
多
く
の
人
か
ら
聖

籠
町
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

問
　令
和
４
年
度
か
ら
新
し

い
子
育
て
シ
ス
テ
ム
と
教
育

未
来
課
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ど
ち
ら
も
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
ま
だ
短
い
期
間
で
あ
る
が
、

教
育
現
場
で
の
実
情
や
問
題・

課
題
を
い
ち
早
く
把
握
す
る

た
め
、
町
長
と
教
育
長
は
情

報
共
有
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。

町
長
　教
育
長
か
ら
は
重
大

案
件
に
つ
い
て
、
随
時
報
告

を
受
け
て
い
る
。
情
報
共
有

は
十
分
に
で
き
て
い
る
。

教
育
長
　幼
児
教
育
の
充
実

に
向
け
、
幼
児
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
子
ど
も
教
育
課
等

が
現
場
と
密
に
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
情
報
共
有
を
行
っ

て
い
る
。

問
　４
月
20
日
の
町
か
ら
の

ラ
イ
ン
情
報
で
は
、
町
か
ら

出
さ
れ
た
ご
み
の
中
に
未
使

用
の
散
弾
銃
の
弾
が
発
見
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　今
も
昔
も
住
民
の
ご
み
出

し
問
題
は
、
各
集
落
の
区
長

の
中
で
は
頭
を
抱
え
る
課
題

で
あ
る
。
常
時
、
町
民
に
向

け
啓
発
と
注
意
喚
起
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長
　未
使
用
の
散
弾
銃
の

弾
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
ま

れ
な
事
例
で
あ
っ
た
。
警
察

も
捜
査
し
た
が
、
詳
細
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　ご
み
の
分

別
・
出
し
方
の
周
知
は
全
世

帯
に
配
布
し
て
い
る
広
報
紙

が
最
大
の
広
報
手
段
だ
と
考

え
て
い
る
。
転
入
者
に
は
、

ご
み
の
出
し
方
を
説
明
し
て

い
る
。
し
か
し
、
説
明
し
き

れ
な
い
部
分
も
あ
る
。

問

問

問問

問

問問

問問

問問 町 

長

町 

長

町 

長
町 

長

町 

長

町 

長
生
活
環
境
課
長

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

問 ご
み
の
分
別
や
出
し

方
の
注
意
喚
起
を

部
活
動
の
地
域
移
行

町
の
現
況
は

スムーズな地域移行に向け準備中（スポネット事務局）スムーズな地域移行に向け準備中（スポネット事務局）

　　　
自分が出すごみに責任を持ちましょう
　　　
自分が出すごみに責任を持ちましょう
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評
価 １期４年間の評価は

目
安
超
過

長谷川六男議員の
視点

米の生産目安今後どうする

町長 農家おのおのが
自ら考える問題

町長 町民から
判断いただくもの

中村恵美子議員の

　視点
髙崎美由貴議員の

　視点

問
　３
月
定
例
会
で
町
長
は
、

２
期
目
に
つ
い
て
、「
４
月

か
ら
の
新
し
い
子
育
て
シ
ス

テ
ム
に
移
行
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
自
身
の
４
年
間
を
振

り
返
り
、
今
後
の
こ
と
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。」
と
答
弁
し
た
。

　６
月
と
も
な
れ
ば
町
長
選

挙
ま
で
２
カ
月
で
あ
る
。
こ

の
４
年
間
で
は
、
自
分
を
ど

う
評
価
す
る
の
か
。
ま
た
、

２
期
目
に
つ
い
て
出
馬
表
明

を
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長
　４
年
間
の
評
価
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
は
町
民

の
皆
様
に
判
断
を
い
た
だ
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

４
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

実
施
し
、
事
業
の
見
直
し
を

行
っ
て
き
た
。
医
療
費
、
給

食
費
、
タ
ク
シ
ー
券
の
助
成
、

循
環
バ
ス
事
業
な
ど
、
す
で

に
効
果
と
し
て
感
じ
て
い
る

も
の
も
あ
る
と
思
う
。
子
育

て
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
な
ど
、

効
果
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
も

の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業

を
進
め
な
が
ら
同
時
に
財
政

再
建
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　２
期
目
の
出
馬
に
つ
い
て

は
、
行
政
報
告
の
中
で
報
告

し
た
通
り
で
あ
る
。

問
　子
ど
も
医
療
費
に
つ
い

て
は
、
町
は
高
校
卒
業
ま
で

１
回
の
診
療
に
か
か
る
医
療

費
負
担
が
５
３
０
円
で
同
じ

月
の
２
回
目
以
降
の
診
療
は

無
料
と
な
り
、
と
て
も
保
護

者
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。

　阿
賀
町
で
は
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
は
、
令
和
２
年
４

月
１
日
か
ら
18
歳
ま
で
が
入

院
費
も
完
全
無
償
化
と
な
っ

て
い
る
。
小
学
校
入
学
前
ま

で
特
に
医
療
費
の
多
く
か
か

る
子
ど
も
た
ち
の
医
療
費
の

無
償
化
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　小
学
校
入
学
前
ま
で

の
子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化

は
、
少
子
化
対
策
の
観
点
か

ら
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
私

自
身
も
認
識
し
て
い
る
。
た

だ
、
同
時
に
拡
充
策
が
継
続

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
の
財
政
状

況
な
ど
も
見
極
め
な
が
ら
、

さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
必
要

が
あ
る
。

問
　現
在
、
町
の
給
食
費
助

成
事
業
に
つ
い
て
、
幼
・
小
・

中
学
校
に
在
学
す
る
子
ど
も

が
３
人
以
上
い
る
保
護
者
を

対
象
に
助
成
し
て
い
る
。
保

護
者
は
、
大
変
助
か
っ
て
い

る
と
思
う
。
し
か
し
、
最
近

で
は
少
子
化
傾
向
で
あ
り
第

３
子
ま
で
の
子
ど
も
の
世
帯

が
少
な
い
。
第
１
子
や
第
２

子
も
対
象
に
す
る
べ
き
で
な

い
か
。

町
長
　第
３
子
以
降
の
給
食

費
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
か
ら
補
助
対
象
を
私
立
認

定
こ
ど
も
園
や
町
外
町
小
・

中
学
校
に
在
籍
す
る
第
３
子

以
内
の
給
食
費
も
対
象
に
し

た
。
物
価
高
騰
に
よ
り
給
食

材
料
費
が
課
題
だ
。

問 問
　燃
料
や
生
産
資
材
の
高

騰
に
対
す
る
町
独
自
の
支
援

を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長
　国
・
県
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
独
自
の
支
援

が
必
要
か
ど
う
か
見
極
め
る
。

問
　町
が
定
め
た
米
の
生
産

数
量
目
安
は
ど
の
程
度
達
成

で
き
て
い
る
か
。

町
長
　今
年
度
は
約
１
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
超
過
と
な
っ

て
い
る
。

問
　町
全
体
が
目
標
を
達
成

し
て
い
な
け
れ
ば
、
米
の
生

産
数
量
目
安
が
減
ら
さ
れ
、

産
地
交
付
金
が
減
額
さ
れ
る

と
い
う
不
利
益
が
生
じ
る
と

思
う
が
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　産
地
交
付

金
が
減
額
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
詳
細

は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

問
　生
産
数
量
の
目
安
を
達

成
せ
ず
超
過
し
て
い
る
市
町

村
は
さ
ら
に
配
分
が
減
ら
さ

れ
て
い
る
。
ま
じ
め
に
目
安

を
守
っ
て
い
る
人
が
報
わ
れ

ず
、
不
利
益
を
被
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

町
長
　個
人
的
に
不
利
益
を

被
る
農
家
は
あ
る
と
思
う
。

問
　大
豆
の
国
の
か
ら
の
産

地
交
付
金
が
、
町
は
10
ア
ー

ル
当
た
り
７
８
０
０
円
に
減

額
さ
れ
た
が
、
新
発
田
市
は

３
万
２
０
０
円
交
付
さ
れ
る

予
定
だ
。
こ
れ
を
ど
う
捉
え

る
の
か
。

産
業
観
光
課
長
　新
発
田
市

の
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

産
地
交
付
金
の
減
額
分
は
水

田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で

補
完
し
て
い
る
。

問
　大
豆
作
付
け
農
業
者
は
、

水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

に
よ
り
増
収
を
期
待
し
て
い

た
が
、
結
果
的
に
は
減
額
に

な
っ
た
。
大
豆
作
付
け
に
対

す
る
補
助
金
は
軒
並
み
減
ら

さ
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

産
業
観
光
課
長
　そ
れ
を
補

完
す
る
意
味
で
町
単
独
で
補

助
金
を
出
し
て
い
る
。

問
　町
再
生
協
議
会
会
員
に

大
豆
作
付
け
農
業
者
は
い
な

い
。
構
成
に
問
題
は
な
い
か
。

産
業
観
光
課
長
　特
に
問
題

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　活
発
な
意
見
交
換
も
な

さ
れ
ず
、
目
安
は
１
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
も
超
過
さ
れ
た
ま

ま
。
国
か
ら
補
助
金
を
減
ら

さ
れ
て
も
、
仕
方
が
な
い
と

簡
単
に
切
り
捨
て
て
い
る
よ

う
に
感
じ
た
。
農
業
再
生
協

議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
ど
う

考
え
る
の
か
。

町
長
　幹
事
会
で
実
務
的
な

話
を
活
発
に
行
っ
た
。
そ
こ

で
の
対
応
で
十
分
と
考
え
る
。

問
　目
安
を
共
有
し
て
達
成

す
る
よ
う
進
め
る
べ
き
で
は
。

産
業
観
光
課
長
　国
・
県
と

連
携
し
て
取
り
組
み
が
円
滑

に
進
む
よ
う
支
援
を
行
う
。

問
　町
の
主
食
用
米
の
配
分

を
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
超
過

し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、

今
後
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

町
長
　目
安
は
強
制
力
の
な

い
も
の
で
、
農
家
お
の
お
の

が
自
ら
考
え
る
問
題
と
考
え

る
。
主
食
用
米
以
外
の
作
物

に
対
す
る
支
援
を
考
え
て
い

き
た
い
。

問問問

問

問

問問

問 問 問 問

問

町 

長
町 

長

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

町 

長

町 

長

町 

長
町 

長
町 

長

町 

長

　　　
国民の生活を支える農業を持続可能なものに
　　　
国民の生活を支える農業を持続可能なものに

子
ど
も
医
療
費
の

無
償
化
を

子
ど
も
の
給
食
費

無
料
化
を

　　　
子どもたちが安心して暮らせる町に
　　　
子どもたちが安心して暮らせる町に
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幼
稚
園

預かり保育 今後の運営は
ま
ち
づ
く
り

長谷川六男議員の
視点

２期目に向けて新たな決意は

町長 町民の命と心と
財産を守る

町長 子育て支援で
柔軟に対応したい

宮沢さやか議員の

　視点
宮沢光子議員の

  視点

一
口
メ
モ

※

通
常
の
町
立
幼
稚
園
の

　預か
り
保
育
時
間

　午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時
ま
で

※

暫
定
的
に
延
長
し
て
い
る

　預か
り
保
育
時
間

　午
前
７
時
か
ら
７
時
30
分

　午
後
６
時
か
ら
７
時
ま
で

問
　幼
児
教
育
現
場
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

や
保
護
者
の
利
便
性
向
上
、

幼
稚
園
教
諭
の
負
担
軽
減
に

も
つ
な
が
る
。
町
立
幼
稚
園

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長
　園
児
の
登
園
・
降

園
時
間
を
管
理
す
る
メ

ニ
ュ
ー
や
園
児
の
健
康
管
理

等
、
園
業
務
の
一
部
を
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
し
、
一
元
的
な
情
報
管

理
が
で
き
る
体
制
整
備
を
進

め
て
い
く
。

問
　町
立
幼
稚
園
に
お
け
る

預
か
り
保
育
時
間
の
延
長
は
、

救
済
措
置
と
し
て
の
暫
定
的

な
対
応
で
あ
る
。
町
と
し
て

は
預
か
り
保
育
を
今
後
ど
の

よ
う
に
運
営
し
て
い
く
の
か
。

町
長
　将
来
的
に
は
本
来
の

預
か
り
保
育
時
間
に
戻
す
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る

が
、
保
護
者
の
就
労
状
況
の

変
化
等
、
そ
の
時
の
社
会
情

勢
や
保
護
者
の
要
望
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
子
育
て
支
援

の
観
点
か
ら
柔
軟
な
対
応
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
　預
か
り
保
育
時
間
を
短

縮
し
、
幼
児
教
育
に
特
化
す

る
と
い
う
構
想
も
あ
る
の
か
。

町
長
　将
来
的
に
は
本
来
の

幼
稚
園
の
時
間
帯
と
な
る
こ

と
が
基
本
と
思
う
が
、
町
と

し
て
は
や
は
り
柔
軟
な
考
え

方
を
持
つ
必
要
は
あ
る
。

問
　本
町
で
も
来
年
か
ら
段

階
的
な
地
域
移
行
が
開
始
さ

れ
る
と
聞
く
。
対
象
と
な
る

部
活
は
決
ま
っ
た
の
か
。

教
育
長
　令
和
５
年
度
は
陸

上
部
で
実
証
実
験
を
行
う
。

令
和
６
年
度
は
、
地
域
部
活

動
を
担
当
し
た
い
と
考
え
て

い
る
教
員
が
担
当
す
る
種
目

の
実
証
実
験
を
想
定
し
て
い

る
。

問
　指
導
者
の
確
保
を
含
め
、

令
和
７
年
度
か
ら
全
面
移
行

は
可
能
と
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長
　国
が
定
め
た
改
革

集
中
期
間
に
制
度
お
よ
び
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

問
　全
面
移
行
後
は
全
額
受

益
者
負
担
と
な
る
よ
う
だ
が
、

負
担
額
は
一
律
か
。

教
育
長
　種
目
に
よ
り
負
担

に
差
が
生
じ
な
い
よ
う
制
度

設
計
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
　経
済
的
に
困
窮
す
る
家

庭
へ
の
支
援
等
は
ど
う
す
る
。

教
育
長
　国
の
制
度
設
計
を

注
視
し
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
参
加
で
き
な
い
と
い
う
状

況
は
防
い
で
い
き
た
い
。

問
　令
和
７
年
度
の
全
面
移

行
に
向
け
、
保
護
者
や
児
童

へ
の
き
め
細
か
な
説
明
が
必

要
と
思
う
。
現
小
学
４
〜
６

年
生
の
児
童
・
保
護
者
を
対

象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

や
文
書
配
布
を
す
る
考
え
は
。

教
育
長
　さ
ま
ざ
ま
な
広
報

誌
で
情
報
提
供
を
し
て
き
て

お
り
、
部
活
動
の
地
域
移
行

の
考
え
方
は
周
知
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
部

活
動
改
革
に
つ
い
て
は
２
年

間
の
う
ち
に
方
向
性
を
し
っ

か
り
と
定
め
て
い
き
た
い
。

問
　６
月
定
例
会
の
初
日
、

行
政
報
告
で
２
期
目
へ
の
出

馬
表
明
を
し
た
。
１
期
４
年

間
を
振
り
返
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
が
ま
ち
づ
く
り
に
ど

う
い
う
効
果
が
あ
っ
た
と

思
っ
て
い
る
か
。

町
長
　就
任
時
の
厳
し
い
財

政
状
況
か
ら
行
財
政
改
革
を

始
め
た
。
同
時
に
公
約
で
掲

げ
た
子
育
て
・
教
育
、
安
心

・
安
全
な
ど
の
個
別
施
策
の

新
規
取
り
組
み
や
拡
充
を
し

た
。
　
　

　事
業
見
直
し
で
は
、
循
環

バ
ス
や
小
・
中
学
校
の
情
報

機
器
な
ど
で
事
業
効
果
を
落

と
す
こ
と
な
く
経
費
を
節
減

で
き
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
、

あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
り
、

真
の
目
的
は
町
民
の
幸
福
度・

満
足
度
を
高
め
、
日
々
の
生

活
が
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問
　２
期
目
に
向
け
て
、
新

た
な
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
大
き
な
視
点

で
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　町
民
の
命
と
心
、
財

産
を
守
る
こ
と
が
基
本
理
念

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
６
月

１
日
に
公
表
さ
れ
た
大
東
建

託
の
「
住
み
こ
こ
ち
ラ
ン
キ

ン
グ
」
で
聖
籠
町
は
新
潟
県

で
１
位
、
甲
信
越
で
６
位
に

な
っ
た
。
多
く
の
人
か
ら
聖

籠
町
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

問
　令
和
４
年
度
か
ら
新
し

い
子
育
て
シ
ス
テ
ム
と
教
育

未
来
課
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ど
ち
ら
も
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
ま
だ
短
い
期
間
で
あ
る
が
、

教
育
現
場
で
の
実
情
や
問
題・

課
題
を
い
ち
早
く
把
握
す
る

た
め
、
町
長
と
教
育
長
は
情

報
共
有
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。

町
長
　教
育
長
か
ら
は
重
大

案
件
に
つ
い
て
、
随
時
報
告

を
受
け
て
い
る
。
情
報
共
有

は
十
分
に
で
き
て
い
る
。

教
育
長
　幼
児
教
育
の
充
実

に
向
け
、
幼
児
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
子
ど
も
教
育
課
等

が
現
場
と
密
に
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
情
報
共
有
を
行
っ

て
い
る
。

問
　４
月
20
日
の
町
か
ら
の

ラ
イ
ン
情
報
で
は
、
町
か
ら

出
さ
れ
た
ご
み
の
中
に
未
使

用
の
散
弾
銃
の
弾
が
発
見
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　今
も
昔
も
住
民
の
ご
み
出

し
問
題
は
、
各
集
落
の
区
長

の
中
で
は
頭
を
抱
え
る
課
題

で
あ
る
。
常
時
、
町
民
に
向

け
啓
発
と
注
意
喚
起
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長
　未
使
用
の
散
弾
銃
の

弾
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
ま

れ
な
事
例
で
あ
っ
た
。
警
察

も
捜
査
し
た
が
、
詳
細
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　ご
み
の
分

別
・
出
し
方
の
周
知
は
全
世

帯
に
配
布
し
て
い
る
広
報
紙

が
最
大
の
広
報
手
段
だ
と
考

え
て
い
る
。
転
入
者
に
は
、

ご
み
の
出
し
方
を
説
明
し
て

い
る
。
し
か
し
、
説
明
し
き

れ
な
い
部
分
も
あ
る
。

問

問

問問

問

問問

問問

問問 町 

長

町 

長

町 

長
町 

長

町 

長

町 

長
生
活
環
境
課
長

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

問 ご
み
の
分
別
や
出
し

方
の
注
意
喚
起
を

部
活
動
の
地
域
移
行

町
の
現
況
は
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定
例
会
概
要

定
例
会
概
要

補
正
予
算

Sm
ile

・
行
政
報
告

請
願
・
表
決
結
果

川
越
町
議
会
と
の
提
言
書

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

補
正
予
算

Sm
ile

・
行
政
報
告

請
願
・
表
決
結
果

川
越
町
議
会
と
の
提
言
書

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

評
価 １期４年間の評価は

目
安
超
過

長谷川六男議員の
視点

米の生産目安今後どうする

町長 農家おのおのが
自ら考える問題

町長 町民から
判断いただくもの

中村恵美子議員の

　視点
髙崎美由貴議員の

　視点

問
　３
月
定
例
会
で
町
長
は
、

２
期
目
に
つ
い
て
、「
４
月

か
ら
の
新
し
い
子
育
て
シ
ス

テ
ム
に
移
行
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
自
身
の
４
年
間
を
振

り
返
り
、
今
後
の
こ
と
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。」
と
答
弁
し
た
。

　６
月
と
も
な
れ
ば
町
長
選

挙
ま
で
２
カ
月
で
あ
る
。
こ

の
４
年
間
で
は
、
自
分
を
ど

う
評
価
す
る
の
か
。
ま
た
、

２
期
目
に
つ
い
て
出
馬
表
明

を
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長
　４
年
間
の
評
価
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
は
町
民

の
皆
様
に
判
断
を
い
た
だ
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

４
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

実
施
し
、
事
業
の
見
直
し
を

行
っ
て
き
た
。
医
療
費
、
給

食
費
、
タ
ク
シ
ー
券
の
助
成
、

循
環
バ
ス
事
業
な
ど
、
す
で

に
効
果
と
し
て
感
じ
て
い
る

も
の
も
あ
る
と
思
う
。
子
育

て
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
な
ど
、

効
果
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
も

の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業

を
進
め
な
が
ら
同
時
に
財
政

再
建
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　２
期
目
の
出
馬
に
つ
い
て

は
、
行
政
報
告
の
中
で
報
告

し
た
通
り
で
あ
る
。

問
　子
ど
も
医
療
費
に
つ
い

て
は
、
町
は
高
校
卒
業
ま
で

１
回
の
診
療
に
か
か
る
医
療

費
負
担
が
５
３
０
円
で
同
じ

月
の
２
回
目
以
降
の
診
療
は

無
料
と
な
り
、
と
て
も
保
護

者
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。

　阿
賀
町
で
は
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
は
、
令
和
２
年
４

月
１
日
か
ら
18
歳
ま
で
が
入

院
費
も
完
全
無
償
化
と
な
っ

て
い
る
。
小
学
校
入
学
前
ま

で
特
に
医
療
費
の
多
く
か
か

る
子
ど
も
た
ち
の
医
療
費
の

無
償
化
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　小
学
校
入
学
前
ま
で

の
子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化

は
、
少
子
化
対
策
の
観
点
か

ら
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
私

自
身
も
認
識
し
て
い
る
。
た

だ
、
同
時
に
拡
充
策
が
継
続

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
の
財
政
状

況
な
ど
も
見
極
め
な
が
ら
、

さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
必
要

が
あ
る
。

問
　現
在
、
町
の
給
食
費
助

成
事
業
に
つ
い
て
、
幼
・
小
・

中
学
校
に
在
学
す
る
子
ど
も

が
３
人
以
上
い
る
保
護
者
を

対
象
に
助
成
し
て
い
る
。
保

護
者
は
、
大
変
助
か
っ
て
い

る
と
思
う
。
し
か
し
、
最
近

で
は
少
子
化
傾
向
で
あ
り
第

３
子
ま
で
の
子
ど
も
の
世
帯

が
少
な
い
。
第
１
子
や
第
２

子
も
対
象
に
す
る
べ
き
で
な

い
か
。

町
長
　第
３
子
以
降
の
給
食

費
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
か
ら
補
助
対
象
を
私
立
認

定
こ
ど
も
園
や
町
外
町
小
・

中
学
校
に
在
籍
す
る
第
３
子

以
内
の
給
食
費
も
対
象
に
し

た
。
物
価
高
騰
に
よ
り
給
食

材
料
費
が
課
題
だ
。

問 問
　燃
料
や
生
産
資
材
の
高

騰
に
対
す
る
町
独
自
の
支
援

を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長
　国
・
県
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
独
自
の
支
援

が
必
要
か
ど
う
か
見
極
め
る
。

問
　町
が
定
め
た
米
の
生
産

数
量
目
安
は
ど
の
程
度
達
成

で
き
て
い
る
か
。

町
長
　今
年
度
は
約
１
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
超
過
と
な
っ

て
い
る
。

問
　町
全
体
が
目
標
を
達
成

し
て
い
な
け
れ
ば
、
米
の
生

産
数
量
目
安
が
減
ら
さ
れ
、

産
地
交
付
金
が
減
額
さ
れ
る

と
い
う
不
利
益
が
生
じ
る
と

思
う
が
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　産
地
交
付

金
が
減
額
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
詳
細

は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

問
　生
産
数
量
の
目
安
を
達

成
せ
ず
超
過
し
て
い
る
市
町

村
は
さ
ら
に
配
分
が
減
ら
さ

れ
て
い
る
。
ま
じ
め
に
目
安

を
守
っ
て
い
る
人
が
報
わ
れ

ず
、
不
利
益
を
被
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

町
長
　個
人
的
に
不
利
益
を

被
る
農
家
は
あ
る
と
思
う
。

問
　大
豆
の
国
の
か
ら
の
産

地
交
付
金
が
、
町
は
10
ア
ー

ル
当
た
り
７
８
０
０
円
に
減

額
さ
れ
た
が
、
新
発
田
市
は

３
万
２
０
０
円
交
付
さ
れ
る

予
定
だ
。
こ
れ
を
ど
う
捉
え

る
の
か
。

産
業
観
光
課
長
　新
発
田
市

の
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

産
地
交
付
金
の
減
額
分
は
水

田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で

補
完
し
て
い
る
。

問
　大
豆
作
付
け
農
業
者
は
、

水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

に
よ
り
増
収
を
期
待
し
て
い

た
が
、
結
果
的
に
は
減
額
に

な
っ
た
。
大
豆
作
付
け
に
対

す
る
補
助
金
は
軒
並
み
減
ら

さ
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

産
業
観
光
課
長
　そ
れ
を
補

完
す
る
意
味
で
町
単
独
で
補

助
金
を
出
し
て
い
る
。

問
　町
再
生
協
議
会
会
員
に

大
豆
作
付
け
農
業
者
は
い
な

い
。
構
成
に
問
題
は
な
い
か
。

産
業
観
光
課
長
　特
に
問
題

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　活
発
な
意
見
交
換
も
な

さ
れ
ず
、
目
安
は
１
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
も
超
過
さ
れ
た
ま

ま
。
国
か
ら
補
助
金
を
減
ら

さ
れ
て
も
、
仕
方
が
な
い
と

簡
単
に
切
り
捨
て
て
い
る
よ

う
に
感
じ
た
。
農
業
再
生
協

議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
ど
う

考
え
る
の
か
。

町
長
　幹
事
会
で
実
務
的
な

話
を
活
発
に
行
っ
た
。
そ
こ

で
の
対
応
で
十
分
と
考
え
る
。

問
　目
安
を
共
有
し
て
達
成

す
る
よ
う
進
め
る
べ
き
で
は
。

産
業
観
光
課
長
　国
・
県
と

連
携
し
て
取
り
組
み
が
円
滑

に
進
む
よ
う
支
援
を
行
う
。

問
　町
の
主
食
用
米
の
配
分

を
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
超
過

し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、

今
後
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

町
長
　目
安
は
強
制
力
の
な

い
も
の
で
、
農
家
お
の
お
の

が
自
ら
考
え
る
問
題
と
考
え

る
。
主
食
用
米
以
外
の
作
物

に
対
す
る
支
援
を
考
え
て
い

き
た
い
。

問問問

問

問

問問

問 問 問 問

問

町 

長
町 

長

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

町 

長

町 

長

町 

長
町 

長
町 

長

町 

長

　　　
国民の生活を支える農業を持続可能なものに
　　　
国民の生活を支える農業を持続可能なものに

子
ど
も
医
療
費
の

無
償
化
を

子
ど
も
の
給
食
費

無
料
化
を

　　　
子どもたちが安心して暮らせる町に
　　　
子どもたちが安心して暮らせる町に
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公
共
施
設

循環バスの課題は
優
先
順
位

長谷川六男議員の
視点

本庁における
業務継続計画の現状は
町長 防災・減災により

町民の命と財産を守る
町長 見直しが必要か
検討する

小川勝也議員の

　視点
手嶋　満議員の

　視点

問
　令
和
２
年
10
月
、
循
環

バ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
号
の
保
健

セ
ン
タ
ー
行
き
が
な
く
な
っ

た
が
、
す
ぐ
に
見
直
し
を
行

い
、
バ
ス
ダ
イ
ヤ
の
一
部
を

変
更
し
た
。
そ
の
後
は
、
利

用
者
か
ら
の
意
見
や
要
望
は

あ
っ
た
か
。
今
後
、
見
直
す

と
こ
ろ
は
な
い
か
。

町
長
　循
環
バ
ス
利
用
者
の

意
見
や
、
乗
降
調
査
に
よ
る

利
用
状
況
の
分
析
結
果
を
も

と
に
、
見
直
し
の
必
要
性
に

つ
い
て
継
続
し
て
検
討
し
て

い
く
。

問
　４
月
以
降
、
旧
蓮
野
こ

ど
も
園
舎
の
利
用
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
　現
在
、
具
体
的
な
計

画
は
定
ま
っ
て
は
い
な
い
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
聖
籠
支

部
の
利
用
も
視
野
に
入
れ
て
、

内
部
的
な
協
議
を
進
め
て
い

る
。

問
　使
わ
な
く
な
っ
た
園
バ

ス
と
、
バ
ス
待
合
所
は
ど
の

よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長
　旧
蓮
野
こ
ど
も
園

の
２
台
の
園
バ
ス
は
使
用
し

て
い
な
い
た
め
、
売
却
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。

　他
の
園
バ
ス
は
小
学
校
の

校
外
学
習
と
山
倉
・
蓮
野
小

学
校
の
登
下
校
に
使
っ
て
い

る
。
バ
ス
待
合
所
は
、
各
行

政
区
に
活
用
に
つ
い
て
確
認

中
。
利
用
予
定
の
な
い
箇
所

は
、
令
和
５
年
度
に
撤
去
予

定
で
あ
る
。

問
　町
長
の
１
期
目
で
の
成

果
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　成
果
そ
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
判
断
に
委

ね
る
。
ま
た
財
政
状
況
は
、

改
善
の
方
向
だ
。

問
　３
月
定
例
会
で
は
、「
地

場
物
産
館
と
海
の
に
ぎ
わ
い

館
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
方
を
整
理
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
」
と
答
弁

し
た
。
ど
の
程
度
ま
と
ま
っ

た
か
。

町
長
　地
場
物
産
館
に
つ
い

て
は
、
３
月
に
聖
籠
地
場
物

産
館
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
12

月
ご
ろ
を
め
ど
に
意
見
書
を

ま
と
め
て
い
た
だ
く
予
定
で

あ
る
。

　海
の
に
ぎ
わ
い
館
に
つ
い

て
は
、
民
間
事
業
者
か
ら
、

海
の
に
ぎ
わ
い
館
を
含
め
た

周
辺
地
区
に
つ
い
て
の
活
用

に
関
す
る
提
案
を
受
け
、
現

在
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問
　本
町
職
員
の
民
間
こ
ど

も
園
へ
の
派
遣
は
、
５
年
後

以
降
は
基
本
的
に
取
り
や
め

る
べ
き
と
思
う
が
、
人
事
管

理
者
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
　５
年
間
が
適
切
か
現

段
階
で
判
断
は
難
し
い
。
今

年
度
の
状
況
を
含
め
、
年
度

ご
と
に
振
り
返
り
、
何
年
か

の
実
績
、
状
況
、
検
証
を
踏

ま
え
、
そ
の
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
も
、
さ
ら
に
検
討
を

加
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

問問問 問
　首
長
不
在
時
の
明
確
な

代
行
順
位
お
よ
び
職
員
の
参

集
体
制
は
整
っ
て
い
る
か
。

町
長
　町
長
不
在
時
の
代
行

順
位
は
地
方
自
治
法
お
よ
び

「
町
長
の
職
務
代
理
者
及
び

そ
の
順
位
を
定
め
る
規
則
」

に
基
づ
き
、
第
１
順
位
は
副

町
長
、
第
２
順
位
を
総
務
課

長
に
指
定
し
て
い
る
。

　ま
た
、
優
先
し
て
継
続
す

る
業
務
や
担
当
者
不
在
時
の

業
務
代
替
方
法
に
つ
い
て
事

象
ご
と
の
参
集
基
準
を
設
け

て
い
る
。

問
　本
庁
舎
が
使
用
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
の
代
替
庁
舎

の
特
定
は
行
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
代
替
庁
舎
に
つ
い
て

平
時
よ
り
職
員
に
周
知
さ
れ

て
い
る
か
。

町
長
　本
庁
舎
は
洪
水
、
津

波
の
浸
水
想
定
区
域
外
に
立

地
し
、
耐
震
性
も
確
保
さ
れ

て
い
る
。
被
災
し
な
い
こ
と

を
大
前
提
に
考
え
て
い
る
が
、

万
が
一
に
備
え
必
要
最
低
限

の
業
務
継
続
が
で
き
る
よ
う
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
代
替

施
設
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。

職
員
に
対
し
て
は
防
災
訓
練

の
機
会
に
周
知
を
図
り
た
い
。

問
　電
気
、
水
、
食
料
等
の

確
保
は
十
分
か
。
ま
た
、
備

蓄
倉
庫
の
配
置
は
十
分
か
。

町
長
　本
庁
舎
は
停
電
時
に

お
い
て
も
必
要
な
電
力
を
確

保
で
き
る
よ
う
非
常
用
発
電

機
を
整
備
し
、
昨
年
度
は
増

設
を
図
っ
た
。

　備
蓄
に
つ
い
て
は
水
、
食

料
等
の
確
保
は
人
口
の
12
・

５
％
が
被
災
す
る
と
い
う
想

定
の
下
、
計
画
的
な
備
蓄
を

進
め
て
い
る
。
平
成
26
年
に

備
蓄
専
用
の
聖
籠
町
中
央
防

災
倉
庫
を
整
備
し
て
い
る
。

　備
蓄
倉
庫
の
分
散
化
に
つ

い
て
は
、
地
域
避
難
所
の
防

災
機
能
を
強
化
す
る
必
要
性

を
踏
ま
え
、
町
と
し
て
の
全

体
像
を
検
討
す
る
。

問
　災
害
時
に
も
つ
な
が
り

や
す
い
多
様
な
通
信
手
段
の

確
保
は
で
き
て
い
る
か
。

町
長
　職
員
間
の
確
実
な
通

信
手
段
を
確
保
す
る
た
め
移

動
系
防
災
行
政
無
線
を
整
備

し
、
ま
た
災
害
時
に
町
か
ら

の
情
報
を
確
実
に
伝
え
る
た

め
同
報
系
防
災
行
政
無
線
を

整
備
し
て
い
る
。

問
　重
要
な
行
政
デ
ー
タ
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
担
保
さ
れ

て
い
る
か
。

町
長
　町
の
行
政
デ
ー
タ
は

そ
の
種
類
の
重
要
度
に
応
じ

た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。

問
　非
常
時
に
お
け
る
優
先

業
務
の
整
理
は
で
き
て
い
る

か
。

町
長
　自
然
災
害
に
対
し
て

は
平
成
26
年
３
月
に
策
定
し

た
聖
籠
町
業
務
継
続
計
画
の

中
で
整
理
し
て
い
る
。
ま
た

本
年
２
月
、
感
染
症
拡
大
時

に
も
必
要
な
行
政
機
能
を
維

持
で
き
る
よ
う
優
先
業
務
の

整
理
を
行
っ
た
。

問

問問問

問問

問 問問

町 

長

町 

長
町 

長
町 

長

町 

長
町 

長

町 

長
町 

長

町 

長
町 

長

町 

長

教 

育 

長

公
共
施
設
の

利
用
等
は

　　　
万が一での業務継続はここで
　　　
万が一での業務継続はここで

目指せ有効活用（旧蓮野こども園）目指せ有効活用（旧蓮野こども園）

１
期
目
の
成
果
は
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共
施
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循環バスの課題は
優
先
順
位

長谷川六男議員の
視点

本庁における
業務継続計画の現状は
町長 防災・減災により

町民の命と財産を守る
町長 見直しが必要か
検討する

小川勝也議員の

　視点
手嶋　満議員の

　視点

問
　令
和
２
年
10
月
、
循
環

バ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
号
の
保
健

セ
ン
タ
ー
行
き
が
な
く
な
っ

た
が
、
す
ぐ
に
見
直
し
を
行

い
、
バ
ス
ダ
イ
ヤ
の
一
部
を

変
更
し
た
。
そ
の
後
は
、
利

用
者
か
ら
の
意
見
や
要
望
は

あ
っ
た
か
。
今
後
、
見
直
す

と
こ
ろ
は
な
い
か
。

町
長
　循
環
バ
ス
利
用
者
の

意
見
や
、
乗
降
調
査
に
よ
る

利
用
状
況
の
分
析
結
果
を
も

と
に
、
見
直
し
の
必
要
性
に

つ
い
て
継
続
し
て
検
討
し
て

い
く
。

問
　４
月
以
降
、
旧
蓮
野
こ

ど
も
園
舎
の
利
用
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
　現
在
、
具
体
的
な
計

画
は
定
ま
っ
て
は
い
な
い
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
聖
籠
支

部
の
利
用
も
視
野
に
入
れ
て
、

内
部
的
な
協
議
を
進
め
て
い

る
。

問
　使
わ
な
く
な
っ
た
園
バ

ス
と
、
バ
ス
待
合
所
は
ど
の

よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長
　旧
蓮
野
こ
ど
も
園

の
２
台
の
園
バ
ス
は
使
用
し

て
い
な
い
た
め
、
売
却
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。

　他
の
園
バ
ス
は
小
学
校
の

校
外
学
習
と
山
倉
・
蓮
野
小

学
校
の
登
下
校
に
使
っ
て
い

る
。
バ
ス
待
合
所
は
、
各
行

政
区
に
活
用
に
つ
い
て
確
認

中
。
利
用
予
定
の
な
い
箇
所

は
、
令
和
５
年
度
に
撤
去
予

定
で
あ
る
。

問
　町
長
の
１
期
目
で
の
成

果
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　成
果
そ
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
判
断
に
委

ね
る
。
ま
た
財
政
状
況
は
、

改
善
の
方
向
だ
。

問
　３
月
定
例
会
で
は
、「
地

場
物
産
館
と
海
の
に
ぎ
わ
い

館
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
方
を
整
理
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
」
と
答
弁

し
た
。
ど
の
程
度
ま
と
ま
っ

た
か
。

町
長
　地
場
物
産
館
に
つ
い

て
は
、
３
月
に
聖
籠
地
場
物

産
館
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
12

月
ご
ろ
を
め
ど
に
意
見
書
を

ま
と
め
て
い
た
だ
く
予
定
で

あ
る
。

　海
の
に
ぎ
わ
い
館
に
つ
い

て
は
、
民
間
事
業
者
か
ら
、

海
の
に
ぎ
わ
い
館
を
含
め
た

周
辺
地
区
に
つ
い
て
の
活
用

に
関
す
る
提
案
を
受
け
、
現

在
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問
　本
町
職
員
の
民
間
こ
ど

も
園
へ
の
派
遣
は
、
５
年
後

以
降
は
基
本
的
に
取
り
や
め

る
べ
き
と
思
う
が
、
人
事
管

理
者
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
　５
年
間
が
適
切
か
現

段
階
で
判
断
は
難
し
い
。
今

年
度
の
状
況
を
含
め
、
年
度

ご
と
に
振
り
返
り
、
何
年
か

の
実
績
、
状
況
、
検
証
を
踏

ま
え
、
そ
の
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
も
、
さ
ら
に
検
討
を

加
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

問問問 問
　首
長
不
在
時
の
明
確
な

代
行
順
位
お
よ
び
職
員
の
参

集
体
制
は
整
っ
て
い
る
か
。

町
長
　町
長
不
在
時
の
代
行

順
位
は
地
方
自
治
法
お
よ
び

「
町
長
の
職
務
代
理
者
及
び

そ
の
順
位
を
定
め
る
規
則
」

に
基
づ
き
、
第
１
順
位
は
副

町
長
、
第
２
順
位
を
総
務
課

長
に
指
定
し
て
い
る
。

　ま
た
、
優
先
し
て
継
続
す

る
業
務
や
担
当
者
不
在
時
の

業
務
代
替
方
法
に
つ
い
て
事

象
ご
と
の
参
集
基
準
を
設
け

て
い
る
。

問
　本
庁
舎
が
使
用
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
の
代
替
庁
舎

の
特
定
は
行
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
代
替
庁
舎
に
つ
い
て

平
時
よ
り
職
員
に
周
知
さ
れ

て
い
る
か
。

町
長
　本
庁
舎
は
洪
水
、
津

波
の
浸
水
想
定
区
域
外
に
立

地
し
、
耐
震
性
も
確
保
さ
れ

て
い
る
。
被
災
し
な
い
こ
と

を
大
前
提
に
考
え
て
い
る
が
、

万
が
一
に
備
え
必
要
最
低
限

の
業
務
継
続
が
で
き
る
よ
う
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
代
替

施
設
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。

職
員
に
対
し
て
は
防
災
訓
練

の
機
会
に
周
知
を
図
り
た
い
。

問
　電
気
、
水
、
食
料
等
の

確
保
は
十
分
か
。
ま
た
、
備

蓄
倉
庫
の
配
置
は
十
分
か
。

町
長
　本
庁
舎
は
停
電
時
に

お
い
て
も
必
要
な
電
力
を
確

保
で
き
る
よ
う
非
常
用
発
電

機
を
整
備
し
、
昨
年
度
は
増

設
を
図
っ
た
。

　備
蓄
に
つ
い
て
は
水
、
食

料
等
の
確
保
は
人
口
の
12
・

５
％
が
被
災
す
る
と
い
う
想

定
の
下
、
計
画
的
な
備
蓄
を

進
め
て
い
る
。
平
成
26
年
に

備
蓄
専
用
の
聖
籠
町
中
央
防

災
倉
庫
を
整
備
し
て
い
る
。

　備
蓄
倉
庫
の
分
散
化
に
つ

い
て
は
、
地
域
避
難
所
の
防

災
機
能
を
強
化
す
る
必
要
性

を
踏
ま
え
、
町
と
し
て
の
全

体
像
を
検
討
す
る
。

問
　災
害
時
に
も
つ
な
が
り

や
す
い
多
様
な
通
信
手
段
の

確
保
は
で
き
て
い
る
か
。

町
長
　職
員
間
の
確
実
な
通

信
手
段
を
確
保
す
る
た
め
移

動
系
防
災
行
政
無
線
を
整
備

し
、
ま
た
災
害
時
に
町
か
ら

の
情
報
を
確
実
に
伝
え
る
た

め
同
報
系
防
災
行
政
無
線
を

整
備
し
て
い
る
。

問
　重
要
な
行
政
デ
ー
タ
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
担
保
さ
れ

て
い
る
か
。

町
長
　町
の
行
政
デ
ー
タ
は

そ
の
種
類
の
重
要
度
に
応
じ

た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。

問
　非
常
時
に
お
け
る
優
先

業
務
の
整
理
は
で
き
て
い
る

か
。

町
長
　自
然
災
害
に
対
し
て

は
平
成
26
年
３
月
に
策
定
し

た
聖
籠
町
業
務
継
続
計
画
の

中
で
整
理
し
て
い
る
。
ま
た

本
年
２
月
、
感
染
症
拡
大
時

に
も
必
要
な
行
政
機
能
を
維

持
で
き
る
よ
う
優
先
業
務
の

整
理
を
行
っ
た
。

問

問問問

問問

問 問問

町 

長

町 

長
町 

長
町 

長

町 

長
町 

長

町 

長
町 

長

町 

長
町 

長

町 

長

教 

育 

長

公
共
施
設
の

利
用
等
は

　　　
万が一での業務継続はここで
　　　
万が一での業務継続はここで

目指せ有効活用（旧蓮野こども園）目指せ有効活用（旧蓮野こども園）

１
期
目
の
成
果
は
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想
像
力

無観客で
実施する意味はあるか

選
挙
公
約

長谷川六男議員の
視点

町長の選挙公約 達成度は

町長 優先順位を見極め
実施

町長 実行委員会の
考え方に賛同

青木　順議員の

　視点
田中智之議員の

　視点

問
　今
年
の
夏
祭
り
は
無
観

客
の
花
火
大
会
の
み
と
聞
い

た
。
前
回
の
花
火
大
会
の
反

省
も
踏
ま
え
て
い
る
と
思
う

が
、
今
回
も
無
観
客
で
や
る

意
味
は
本
当
に
あ
る
か
。
海

沿
い
に
住
ん
で
い
る
方
た
ち

の
た
め
に
や
る
の
か
。
今
回

の
花
火
大
会
の
経
費
は
、
予

算
と
の
差
額
は
幾
ら
か
。

町
長
　協
議
の
結
果
、
実
行

委
員
会
の
決
定
ど
お
り
実
施

す
る
こ
と
に
賛
同
し
た
。
無

観
客
で
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
閉
塞
感
を
乗
り
越

え
、
夏
の
夜
の
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
も
ら
い
、
町
民

の
健
康
、
町
の
発
展
、
コ
ロ

ナ
の
収
束
、
そ
し
て
平
和
を

願
う
と
い
う
趣
旨
で
打
ち
上

げ
る
も
の
だ
。

　花
火
は
、
各
集
落
か
ら
観

覧
で
き
る
よ
う
、
高
く
上
が

る
５
号
玉
以
上
の
花
火
を
打

ち
上
げ
る
と
説
明
を
受
け
た
。

決
し
て
海
沿
い
の
方
た
ち
の

た
め
に
や
る
の
で
は
な
く
、

全
町
民
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の

ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
、
実
行

に
あ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
工

夫
を
実
行
委
員
会
に
お
願
い

し
て
い
る
。

　花
火
に
係
る
経
費
は
当
初

９
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い

た
が
、
無
観
客
開
催
と
い
う

こ
と
で
規
模
を
縮
小
し
、
５

０
０
万
円
程
度
と
な
る
見
込

み
だ
。

問
　当
町
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
設
備

や
環
境
は
整
っ
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
に
そ
れ
ら
の
き
っ

か
け
を
与
え
る
の
は
、
親
や

地
域
や
行
政
の
取
り
組
み
で

あ
り
、
大
人
の
役
目
だ
。
ス

ポ
ー
ツ
や
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
で
さ
ら
に
活
性
化
で

き
な
い
か
。

教
育
長
　ス
ポ
ー
ツ
が
あ
ま

り
得
意
で
な
い
子
か
ら
技
術

の
向
上
を
目
指
す
子
ど
も
ま

で
、
取
り
組
め
る
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

今
後
も
一
層
子
ど
も
た
ち
が

慣
れ
親
し
め
る
環
境
作
り
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問
　町
広
報
に
、
町
長
よ
り

と
い
う
題
目
で
２
年
連
続
で

一
般
会
計
を
反
対
さ
れ
た
と

町
長
の
考
え
が
掲
載
さ
れ
た
。

町
民
に
向
け
て
掲
載
し
よ
う

と
し
た
意
図
は
な
に
か
。
ま

た
掲
載
す
る
に
あ
た
り
、
役

場
職
員
も
賛
同
の
上
か
。

町
長
　当
初
予
算
の
編
成
、

議
会
に
お
け
る
審
議
内
容
、

結
果
を
予
算
提
案
者
で
あ
る

町
長
と
し
て
、
公
の
立
場
で

の
見
解
を
町
民
各
位
に
対
し

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　職
員
も
賛
同
か
の
質
問
だ

が
、
職
員
に
意
見
を
求
め
る

こ
と
は
当
然
あ
る
が
、
最
終

的
に
は
町
長
が
決
め
る
こ
と

だ
。
こ
う
い
う
意
見
が
あ
っ

た
と
い
う
の
は
最
終
決
定
す

る
過
程
の
話
な
の
で
そ
の
こ

と
は
控
え
た
い
。

問 　令
和
元
年
９
月
定
例
会
後
、

当
時
の
小
川
益
一
郎
議
長
か

ら
「
議
長
に
選
ん
で
い
た
だ

い
た
た
め
で
き
な
か
っ
た
一

般
質
問
を
、こ
の
先
、代
わ
っ

て
質
問
し
て
も
ら
え
な
い

か
」
と
の
依
頼
を
事
前
通
告

書
の
コ
ピ
ー
と
共
に
い
た
だ

い
た
。
今
回
、
西
脇
町
長
１

期
目
最
後
の
一
般
質
問
と
い

う
区
切
り
で
も
あ
り
質
問
す

る
。

問
　平
成
31
年
の
行
財
政
改

革
大
綱
に
よ
る
と
、
町
の
公

共
施
設
は
、
今
後
30
年
間
で

約
２
０
０
億
円
の
更
新
費
用

が
生
じ
る
見
込
み
だ
。
今
後
、

歳
入
の
減
少
と
行
政
需
要
の

増
加
に
よ
る
歳
出
増
が
見
込

ま
れ
る
中
、
施
設
の
老
朽
化

に
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。

町
長
　平
成
28
年
に
聖
籠
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
策
定
。
令
和
３
年
度
に
庁

内
ワ
ー
キ
ン
グ
で
施
設
の
在

り
方
を
検
討
。
今
年
度
は
総

合
管
理
計
画
を
改
定
し
各
施

設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
た
上

で
、
結
果
額
の
検
証
を
行
う
。

利
用
者
や
集
落
、
ま
た
、
有

識
者
会
議
の
意
見
を
聞
く
必

要
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　農
業
に
お
け
る
基
盤
整

備
事
業
の
現
状
お
よ
び
、
後

継
者
育
成
に
対
す
る
見
解
は
。

町
長
　現
在
町
内
７
地
区
の

基
盤
整
備
委
員
会
が
活
動
し

て
お
り
、
整
備
後
の
園
芸
作

物
導
入
に
向
け
た
動
き
も
活

発
化
し
て
い
る
。
後
継
者
育

成
は
、
国
・
県
の
支
援
制
度

を
活
用
し
た
経
営
開
始
資
金

の
交
付
や
、
経
営
発
展
支
援

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問
　少
子
化
対
策
と
し
て
先

進
的
な
事
業
を
し
て
い
る
自

治
体
も
多
い
。
今
後
、
ど
う

差
別
化
を
図
り
、
特
色
を
出

そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　抜
本
的
に
は
、
国
の

予
算
制
度
な
ど
新
た
な
政
策

が
求
め
ら
れ
る
。
本
町
は
県

内
で
は
高
い
出
生
率
を
維
持

し
て
い
る
が
、
一
自
治
体
で

で
き
る
範
囲
は
限
ら
れ
る
。

経
済
負
担
の
軽
減
も
含
め
、

現
在
の
施
策
を
継
続
し
つ
つ
、

新
た
な
施
策
が
必
要
で
あ
れ

ば
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

問
　全
国
の
学
校
施
設
で
、

安
全
対
策
と
し
て
学
校
へ
の

出
入
者
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
る
。
本
町

で
も
３
小
学
校
は
柵
に
ブ

ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
が
、
聖

中
の
開
放
状
況
は
、
言
う
な

れ
ば
ど
こ
か
ら
で
も
校
庭
に

入
り
込
め
る
と
い
う
状
況
だ
。

今
後
ど
う
改
善
す
る
。

教
育
長
　聖
籠
中
学
校
建
設

時
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

と
い
う
考
え
が
あ
り
、
柵
を

設
け
な
い
こ
と
に
し
た
と
聞

い
て
い
る
。
開
校
か
ら
現
在

ま
で
柵
が
な
い
こ
と
に
よ
る

安
全
対
策
上
の
問
題
は
聞
い

て
い
な
い
が
、
保
護
者
や
町

民
の
意
識
に
変
化
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
安
全
対
策
上

の
問
題
を
再
確
認
し
、
適
切

な
学
校
管
理
に
取
り
組
む
。

問

問問

問

問

町 

長

町 

長

町 

長

町 

長

教 

育 

長

　　　
子どもたちが安心して学べる環境づくりが、
小川益一郎さんの思い

　　　
子どもたちが安心して学べる環境づくりが、
小川益一郎さんの思い

教 

育 

長

町
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境

強
化
せ
よ

町
広
報
に
名
指
し
で

載
せ
た
意
図
は

問 町 

長

皆さん、見えましたか？皆さん、見えましたか？
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想
像
力

無観客で
実施する意味はあるか

選
挙
公
約

長谷川六男議員の
視点

町長の選挙公約 達成度は

町長 優先順位を見極め
実施

町長 実行委員会の
考え方に賛同

青木　順議員の

　視点
田中智之議員の

　視点

問
　今
年
の
夏
祭
り
は
無
観

客
の
花
火
大
会
の
み
と
聞
い

た
。
前
回
の
花
火
大
会
の
反

省
も
踏
ま
え
て
い
る
と
思
う

が
、
今
回
も
無
観
客
で
や
る

意
味
は
本
当
に
あ
る
か
。
海

沿
い
に
住
ん
で
い
る
方
た
ち

の
た
め
に
や
る
の
か
。
今
回

の
花
火
大
会
の
経
費
は
、
予

算
と
の
差
額
は
幾
ら
か
。

町
長
　協
議
の
結
果
、
実
行

委
員
会
の
決
定
ど
お
り
実
施

す
る
こ
と
に
賛
同
し
た
。
無

観
客
で
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
閉
塞
感
を
乗
り
越

え
、
夏
の
夜
の
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
も
ら
い
、
町
民

の
健
康
、
町
の
発
展
、
コ
ロ

ナ
の
収
束
、
そ
し
て
平
和
を

願
う
と
い
う
趣
旨
で
打
ち
上

げ
る
も
の
だ
。

　花
火
は
、
各
集
落
か
ら
観

覧
で
き
る
よ
う
、
高
く
上
が

る
５
号
玉
以
上
の
花
火
を
打

ち
上
げ
る
と
説
明
を
受
け
た
。

決
し
て
海
沿
い
の
方
た
ち
の

た
め
に
や
る
の
で
は
な
く
、

全
町
民
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の

ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
、
実
行

に
あ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
工

夫
を
実
行
委
員
会
に
お
願
い

し
て
い
る
。

　花
火
に
係
る
経
費
は
当
初

９
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い

た
が
、
無
観
客
開
催
と
い
う

こ
と
で
規
模
を
縮
小
し
、
５

０
０
万
円
程
度
と
な
る
見
込

み
だ
。

問
　当
町
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
設
備

や
環
境
は
整
っ
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
に
そ
れ
ら
の
き
っ

か
け
を
与
え
る
の
は
、
親
や

地
域
や
行
政
の
取
り
組
み
で

あ
り
、
大
人
の
役
目
だ
。
ス

ポ
ー
ツ
や
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
で
さ
ら
に
活
性
化
で

き
な
い
か
。

教
育
長
　ス
ポ
ー
ツ
が
あ
ま

り
得
意
で
な
い
子
か
ら
技
術

の
向
上
を
目
指
す
子
ど
も
ま

で
、
取
り
組
め
る
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

今
後
も
一
層
子
ど
も
た
ち
が

慣
れ
親
し
め
る
環
境
作
り
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問
　町
広
報
に
、
町
長
よ
り

と
い
う
題
目
で
２
年
連
続
で

一
般
会
計
を
反
対
さ
れ
た
と

町
長
の
考
え
が
掲
載
さ
れ
た
。

町
民
に
向
け
て
掲
載
し
よ
う

と
し
た
意
図
は
な
に
か
。
ま

た
掲
載
す
る
に
あ
た
り
、
役

場
職
員
も
賛
同
の
上
か
。

町
長
　当
初
予
算
の
編
成
、

議
会
に
お
け
る
審
議
内
容
、

結
果
を
予
算
提
案
者
で
あ
る

町
長
と
し
て
、
公
の
立
場
で

の
見
解
を
町
民
各
位
に
対
し

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　職
員
も
賛
同
か
の
質
問
だ

が
、
職
員
に
意
見
を
求
め
る

こ
と
は
当
然
あ
る
が
、
最
終

的
に
は
町
長
が
決
め
る
こ
と

だ
。
こ
う
い
う
意
見
が
あ
っ

た
と
い
う
の
は
最
終
決
定
す

る
過
程
の
話
な
の
で
そ
の
こ

と
は
控
え
た
い
。

問 　令
和
元
年
９
月
定
例
会
後
、

当
時
の
小
川
益
一
郎
議
長
か

ら
「
議
長
に
選
ん
で
い
た
だ

い
た
た
め
で
き
な
か
っ
た
一

般
質
問
を
、こ
の
先
、代
わ
っ

て
質
問
し
て
も
ら
え
な
い

か
」
と
の
依
頼
を
事
前
通
告

書
の
コ
ピ
ー
と
共
に
い
た
だ

い
た
。
今
回
、
西
脇
町
長
１

期
目
最
後
の
一
般
質
問
と
い

う
区
切
り
で
も
あ
り
質
問
す

る
。

問
　平
成
31
年
の
行
財
政
改

革
大
綱
に
よ
る
と
、
町
の
公

共
施
設
は
、
今
後
30
年
間
で

約
２
０
０
億
円
の
更
新
費
用

が
生
じ
る
見
込
み
だ
。
今
後
、

歳
入
の
減
少
と
行
政
需
要
の

増
加
に
よ
る
歳
出
増
が
見
込

ま
れ
る
中
、
施
設
の
老
朽
化

に
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。

町
長
　平
成
28
年
に
聖
籠
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
策
定
。
令
和
３
年
度
に
庁

内
ワ
ー
キ
ン
グ
で
施
設
の
在

り
方
を
検
討
。
今
年
度
は
総

合
管
理
計
画
を
改
定
し
各
施

設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
た
上

で
、
結
果
額
の
検
証
を
行
う
。

利
用
者
や
集
落
、
ま
た
、
有

識
者
会
議
の
意
見
を
聞
く
必

要
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　農
業
に
お
け
る
基
盤
整

備
事
業
の
現
状
お
よ
び
、
後

継
者
育
成
に
対
す
る
見
解
は
。

町
長
　現
在
町
内
７
地
区
の

基
盤
整
備
委
員
会
が
活
動
し

て
お
り
、
整
備
後
の
園
芸
作

物
導
入
に
向
け
た
動
き
も
活

発
化
し
て
い
る
。
後
継
者
育

成
は
、
国
・
県
の
支
援
制
度

を
活
用
し
た
経
営
開
始
資
金

の
交
付
や
、
経
営
発
展
支
援

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問
　少
子
化
対
策
と
し
て
先

進
的
な
事
業
を
し
て
い
る
自

治
体
も
多
い
。
今
後
、
ど
う

差
別
化
を
図
り
、
特
色
を
出

そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　抜
本
的
に
は
、
国
の

予
算
制
度
な
ど
新
た
な
政
策

が
求
め
ら
れ
る
。
本
町
は
県

内
で
は
高
い
出
生
率
を
維
持

し
て
い
る
が
、
一
自
治
体
で

で
き
る
範
囲
は
限
ら
れ
る
。

経
済
負
担
の
軽
減
も
含
め
、

現
在
の
施
策
を
継
続
し
つ
つ
、

新
た
な
施
策
が
必
要
で
あ
れ

ば
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

問
　全
国
の
学
校
施
設
で
、

安
全
対
策
と
し
て
学
校
へ
の

出
入
者
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
る
。
本
町

で
も
３
小
学
校
は
柵
に
ブ

ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
が
、
聖

中
の
開
放
状
況
は
、
言
う
な

れ
ば
ど
こ
か
ら
で
も
校
庭
に

入
り
込
め
る
と
い
う
状
況
だ
。

今
後
ど
う
改
善
す
る
。

教
育
長
　聖
籠
中
学
校
建
設

時
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

と
い
う
考
え
が
あ
り
、
柵
を

設
け
な
い
こ
と
に
し
た
と
聞

い
て
い
る
。
開
校
か
ら
現
在

ま
で
柵
が
な
い
こ
と
に
よ
る

安
全
対
策
上
の
問
題
は
聞
い

て
い
な
い
が
、
保
護
者
や
町

民
の
意
識
に
変
化
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
安
全
対
策
上

の
問
題
を
再
確
認
し
、
適
切

な
学
校
管
理
に
取
り
組
む
。

問

問問

問

問

町 

長

町 

長

町 

長

町 

長

教 

育 

長

　　　
子どもたちが安心して学べる環境づくりが、
小川益一郎さんの思い

　　　
子どもたちが安心して学べる環境づくりが、
小川益一郎さんの思い

教 

育 

長

町
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境

強
化
せ
よ

町
広
報
に
名
指
し
で

載
せ
た
意
図
は

問 町 

長

皆さん、見えましたか？皆さん、見えましたか？
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幼
稚
園

長谷川六男議員の
視点

長谷川六男議員の

  視点

大丈夫か
送迎時の安全対策
町長 園における
安全対策を図る

問
　せ
い
ろ
う
幼
稚
園
の
不

要
と
思
わ
れ
る
バ
ス
車
庫
を

解
体
し
、
園
の
境
界
に
隣
接

し
て
い
る
元
Ｊ
Ａ
の
米
倉
庫

を
町
が
買
収
し
、
駐
車
場
の

確
保
や
正
門
か
ら
裏
の
町
道

に
抜
け
る
よ
う
、
一
方
通
行

に
す
る
な
ど
の
考
え
は
な
い

か
。

町
長
　バ
ス
車
庫
を
解
体
し

た
り
、
隣
接
す
る
米
倉
庫
を

買
収
し
た
り
し
て
駐
車
場
を

確
保
し
、
正
面
か
ら
裏
の
町

道
へ
通
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
は
、
財
政
的
に
も
非
常
に

大
規
模
な
対
応
に
な
る
。

　今
後
、
将
来
に
お
け
る
保

育
園
の
ニ
ー
ズ
な
ど
も
踏
ま

え
て
、
長
期
的
視
点
に
立
っ

た
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

問
　送
迎
時
の
車
の
混
雑
や

事
故
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。

町
立
幼
稚
園
が
開
園
し
て
か

ら
２
カ
月
余
り
た
つ
が
、
対

応
を
検
討
し
た
か
。

教
育
長
　保
護
者
宛
て
の
園

だ
よ
り
で
注
意
喚
起
と
交
通

安
全
対
策
へ
の
協
力
依
頼
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
担
当
課

と
情
報
共
有
を
行
い
、
交
通

規
制
の
必
要
性
に
つ
い
て
検

討
を
お
願
い
す
る
。

問
　保
護
者
か
ら
は
、
送
迎

に
関
し
て
の
要
望
や
意
見
は

聞
い
て
い
な
い
か
。

教
育
長
　幼
稚
園
の
送
迎
も

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ

る
一
方
、
保
護
者
に
よ
る
送

迎
に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
で
、

園
職
員
と
直
接
話
し
た
り
す

る
機
会
が
増
え
て
良
か
っ
た

と
い
う
声
も
あ
る
。

問
　５
歳
か
ら
11
歳
の
保
護

者
の
中
に
は
、
副
反
応
な
ど

を
心
配
し
接
種
を
希
望
し
な

い
人
も
多
い
と
聞
く
。
現
在

の
接
種
状
況
は
ど
う
か
。

町
長
　本
人
と
保
護
者
が
接

種
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
十
分
相
談
し
、

納
得
の
上
、
接
種
を
す
る
こ

と
が
大
切
だ
。
５
歳
か
ら
11

歳
へ
の
接
種
は
、
５
月
27
日

時
点
で
３
０
５
人
が
終
え
た
。

問
　12
歳
以
上
の
町
民
の
３

回
目
接
種
状
況
は
。

町
長
　５
月
27
日
時
点
で
、

８
０
７
５
人
が
接
種
を
終
え

て
い
る
。

問
　４
回
目
の
接
種
と
い
う

話
も
あ
る
が
い
つ
ご
ろ
か
。

町
長
　５
カ
月
後
に
対
応
す

る
こ
と
も
考
慮
し
、
７
月
半

ば
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
社
製
の

ワ
ク
チ
ン
を
町
で
も
推
奨
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長
　推
奨
は
考
え
て
い
な

い
。

問
　生
徒
・
児
童
・
園
児
に

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
使
っ

た
手
の
消
毒
を
指
導
し
て
い

る
と
思
う
が
、
使
用
注
意
と

管
理
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

教
育
長
　使
用
す
る
分
量
は

ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
、
人
に
か
け

な
い
、
口
に
入
れ
な
い
な
ど

の
こ
と
を
指
導
し
て
使
用
さ

せ
て
い
る
。
管
理
は
鍵
の
か

か
る
倉
庫
に
保
管
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種

状
況
は

万
全
か

　消毒
液

使
用
注
意
と
管
理

問

問

問

問問

問問問

町 

長

町 

長
町 
長

町 

長
町 

長

　　　
早急な安全対策を願う！
　　　
早急な安全対策を願う！

委員会レポート委員会レポート
見て 聞いて
　　　話し合っ

た

　５
月
17
日
、
今
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
新
し
い
子
育
て
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
担
当
課

よ
り
説
明
を
受
け
、
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

▽
各
園
の
入
園
者

　大
多
数
の
園
児
が
第
１
希

望
通
り
に
入
園
で
き
ま
し
た

が
、
約
60
人
が
第
２
、
第
３

希
望
へ
の
入
園
と
な
り
ま
し

た
。

▽
私
立
認
定
こ
ど
も
園
か
ら

各
小
学
校
へ
の
接
続

　幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
交
え
て
連
携
し
ま
す
。

▽
町
と
法
人
で
共
有
す
る
子

育
て
の
基
本
方
針

　こ
れ
か
ら
も
幼
児
教
育
セ

ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
共
通

認
識
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
旧
こ
ど
も
園
の
建
物
等
の

活
用
状
況

　旧
蓮
野
こ
ど
も
園
は
、
敷

地
の
一
部
を
４
月
よ
り
無
償

貸
与
し
、
職
員
駐
車
場
は
９

月
ま
で
貸
与
と
の
こ
と
で
す
。

　旧
亀
代
こ
ど
も
園
は
、
敷

地
を
４
月
よ
り
無
償
貸
与
し
、

既
存
の
建
物
は
具
体
的
な
利

用
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
プ
ー
ル
を
園
舎
一
体
で

貸
し
出
し
す
る
予
定
で
す
。

　新
し
い
子
育
て
シ
ス
テ
ム

が
始
ま
り
２
カ
月
が
経
過
し

ま
し
た
。
今
後
も
町
民
、
保

護
者
の
要
望
を
参
考
に
、
幼

児
教
育
を
よ
り
良
い
方
向
に

進
め
て
い
く
よ
う
、
委
員
会

と
し
て
も
注
視
し
て
い
き
ま

す
。（

文
責
　小
川
　勝
也
）

　７
月
１
日
、
第
４
回
委
員

会
を
開
催
。
今
回
は
議
員
定

数
・
報
酬
に
対
す
る
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
と
に
、

町
民
か
ら
選
出
し
た
参
考
人

の
皆
さ
ま
に
出
席
い
た
だ
き

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

※

参
考
人
の
皆
さ
ん

本
間
　政
一
さ
ん（
蓮
野
学
区
）

市
川
イ
チ
子
さ
ん（
　〃
　
　）

佐
藤
　秀
治
さ
ん（
山
倉
学
区
）

町
田
　英
樹
さ
ん（
　〃
　
　）

本
間
　
　敬
さ
ん（
亀
代
学
区
）

関
川
　
　健
さ
ん（
　〃
　
　）

●
参
考
人
か
ら
の
主
な
意
見

・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

議
員
へ
の
町
民
の
不
信
感
が

読
み
取
れ
る
。
議
員
活
動
を

含
め
情
報
公
開
が
足
り
な
い

の
で
は
。

・
町
の
人
口
・
面
積
か
ら
し

て
定
数
２
人
減
で
も
機
能
す

る
。
報
酬
は
上
げ
て
も
良
い
。

・
自
分
た
ち
の
身
分
に
密
接

に
関
わ
る
こ
と
（
定
数
・
報

酬
）
を
、
議
員
自
ら
が
決
め

る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
。

・
報
酬
を
減
ら
し
、
そ
の
分

定
数
を
増
や
し
た
方
が
良
い
。

・
報
酬
は
そ
の
議
員
の
能
力

に
応
じ
て
増
減
す
べ
き
だ
。

・
近
隣
自
治
体
と
の
比
較
か

ら
現
状
で
良
い
が
、
も
っ
と

地
元
に
根
付
い
た
仕
事
を
。

・
全
体
の
報
酬
総
額
は
維
持

し
定
数
の
２
〜
４
人
減
を
。

　こ
の
よ
う
に
冷
静
か
つ
厳

し
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

私
た
ち
議
員
も
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
し
た
。
今
回
の

議
論
を
踏
ま
え
、
年
内
に
は

議
会
と
し
て
定
数
・
報
酬
の

結
論
を
出
す
予
定
で
す
。

（
文
責
　田
中
　智
之
）

新
し
い
子
育
て
シ
ス
テ
ム
始
ま
る

総
務
文
教
常
任
委
員
会

ど
う
す
る
定
数
・
ど
う
す
る
報
酬

議
員
定
数
・
議
員
報
酬
特
別
委
員
会

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

ほ
ん
ま

ま
さ
い
ち

い
ち
か
わ

い
ち
こ

さ
と
う

し
ゅ
う
じ

ま
ち
だ

ひ
で
き

ほ
ん
ま

た
か
し

せ
き
か
わ

け
ん
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幼
稚
園

長谷川六男議員の
視点

長谷川六男議員の

  視点

大丈夫か
送迎時の安全対策
町長 園における
安全対策を図る

問
　せ
い
ろ
う
幼
稚
園
の
不

要
と
思
わ
れ
る
バ
ス
車
庫
を

解
体
し
、
園
の
境
界
に
隣
接

し
て
い
る
元
Ｊ
Ａ
の
米
倉
庫

を
町
が
買
収
し
、
駐
車
場
の

確
保
や
正
門
か
ら
裏
の
町
道

に
抜
け
る
よ
う
、
一
方
通
行

に
す
る
な
ど
の
考
え
は
な
い

か
。

町
長
　バ
ス
車
庫
を
解
体
し

た
り
、
隣
接
す
る
米
倉
庫
を

買
収
し
た
り
し
て
駐
車
場
を

確
保
し
、
正
面
か
ら
裏
の
町

道
へ
通
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
は
、
財
政
的
に
も
非
常
に

大
規
模
な
対
応
に
な
る
。

　今
後
、
将
来
に
お
け
る
保

育
園
の
ニ
ー
ズ
な
ど
も
踏
ま

え
て
、
長
期
的
視
点
に
立
っ

た
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

問
　送
迎
時
の
車
の
混
雑
や

事
故
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。

町
立
幼
稚
園
が
開
園
し
て
か

ら
２
カ
月
余
り
た
つ
が
、
対

応
を
検
討
し
た
か
。

教
育
長
　保
護
者
宛
て
の
園

だ
よ
り
で
注
意
喚
起
と
交
通

安
全
対
策
へ
の
協
力
依
頼
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
担
当
課

と
情
報
共
有
を
行
い
、
交
通

規
制
の
必
要
性
に
つ
い
て
検

討
を
お
願
い
す
る
。

問
　保
護
者
か
ら
は
、
送
迎

に
関
し
て
の
要
望
や
意
見
は

聞
い
て
い
な
い
か
。

教
育
長
　幼
稚
園
の
送
迎
も

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ

る
一
方
、
保
護
者
に
よ
る
送

迎
に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
で
、

園
職
員
と
直
接
話
し
た
り
す

る
機
会
が
増
え
て
良
か
っ
た

と
い
う
声
も
あ
る
。

問
　５
歳
か
ら
11
歳
の
保
護

者
の
中
に
は
、
副
反
応
な
ど

を
心
配
し
接
種
を
希
望
し
な

い
人
も
多
い
と
聞
く
。
現
在

の
接
種
状
況
は
ど
う
か
。

町
長
　本
人
と
保
護
者
が
接

種
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
十
分
相
談
し
、

納
得
の
上
、
接
種
を
す
る
こ

と
が
大
切
だ
。
５
歳
か
ら
11

歳
へ
の
接
種
は
、
５
月
27
日

時
点
で
３
０
５
人
が
終
え
た
。

問
　12
歳
以
上
の
町
民
の
３

回
目
接
種
状
況
は
。

町
長
　５
月
27
日
時
点
で
、

８
０
７
５
人
が
接
種
を
終
え

て
い
る
。

問
　４
回
目
の
接
種
と
い
う

話
も
あ
る
が
い
つ
ご
ろ
か
。

町
長
　５
カ
月
後
に
対
応
す

る
こ
と
も
考
慮
し
、
７
月
半

ば
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
社
製
の

ワ
ク
チ
ン
を
町
で
も
推
奨
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長
　推
奨
は
考
え
て
い
な

い
。

問
　生
徒
・
児
童
・
園
児
に

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
使
っ

た
手
の
消
毒
を
指
導
し
て
い

る
と
思
う
が
、
使
用
注
意
と

管
理
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

教
育
長
　使
用
す
る
分
量
は

ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
、
人
に
か
け

な
い
、
口
に
入
れ
な
い
な
ど

の
こ
と
を
指
導
し
て
使
用
さ

せ
て
い
る
。
管
理
は
鍵
の
か

か
る
倉
庫
に
保
管
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種

状
況
は

万
全
か

　消毒
液

使
用
注
意
と
管
理

問

問

問

問問

問問問

町 

長

町 

長
町 
長

町 

長
町 

長

　　　
早急な安全対策を願う！
　　　
早急な安全対策を願う！

委員会レポート委員会レポート
見て 聞いて
　　　話し合っ

た

　５
月
17
日
、
今
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
新
し
い
子
育
て
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
担
当
課

よ
り
説
明
を
受
け
、
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

▽
各
園
の
入
園
者

　大
多
数
の
園
児
が
第
１
希

望
通
り
に
入
園
で
き
ま
し
た

が
、
約
60
人
が
第
２
、
第
３

希
望
へ
の
入
園
と
な
り
ま
し

た
。

▽
私
立
認
定
こ
ど
も
園
か
ら

各
小
学
校
へ
の
接
続

　幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
交
え
て
連
携
し
ま
す
。

▽
町
と
法
人
で
共
有
す
る
子

育
て
の
基
本
方
針

　こ
れ
か
ら
も
幼
児
教
育
セ

ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
共
通

認
識
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
旧
こ
ど
も
園
の
建
物
等
の

活
用
状
況

　旧
蓮
野
こ
ど
も
園
は
、
敷

地
の
一
部
を
４
月
よ
り
無
償

貸
与
し
、
職
員
駐
車
場
は
９

月
ま
で
貸
与
と
の
こ
と
で
す
。

　旧
亀
代
こ
ど
も
園
は
、
敷

地
を
４
月
よ
り
無
償
貸
与
し
、

既
存
の
建
物
は
具
体
的
な
利

用
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
プ
ー
ル
を
園
舎
一
体
で

貸
し
出
し
す
る
予
定
で
す
。

　新
し
い
子
育
て
シ
ス
テ
ム

が
始
ま
り
２
カ
月
が
経
過
し

ま
し
た
。
今
後
も
町
民
、
保

護
者
の
要
望
を
参
考
に
、
幼

児
教
育
を
よ
り
良
い
方
向
に

進
め
て
い
く
よ
う
、
委
員
会

と
し
て
も
注
視
し
て
い
き
ま

す
。（

文
責
　小
川
　勝
也
）

　７
月
１
日
、
第
４
回
委
員

会
を
開
催
。
今
回
は
議
員
定

数
・
報
酬
に
対
す
る
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
と
に
、

町
民
か
ら
選
出
し
た
参
考
人

の
皆
さ
ま
に
出
席
い
た
だ
き

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

※

参
考
人
の
皆
さ
ん

本
間
　政
一
さ
ん（
蓮
野
学
区
）

市
川
イ
チ
子
さ
ん（
　〃
　
　）

佐
藤
　秀
治
さ
ん（
山
倉
学
区
）

町
田
　英
樹
さ
ん（
　〃
　
　）

本
間
　
　敬
さ
ん（
亀
代
学
区
）

関
川
　
　健
さ
ん（
　〃
　
　）

●
参
考
人
か
ら
の
主
な
意
見

・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

議
員
へ
の
町
民
の
不
信
感
が

読
み
取
れ
る
。
議
員
活
動
を

含
め
情
報
公
開
が
足
り
な
い

の
で
は
。

・
町
の
人
口
・
面
積
か
ら
し

て
定
数
２
人
減
で
も
機
能
す

る
。
報
酬
は
上
げ
て
も
良
い
。

・
自
分
た
ち
の
身
分
に
密
接

に
関
わ
る
こ
と
（
定
数
・
報

酬
）
を
、
議
員
自
ら
が
決
め

る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
。

・
報
酬
を
減
ら
し
、
そ
の
分

定
数
を
増
や
し
た
方
が
良
い
。

・
報
酬
は
そ
の
議
員
の
能
力

に
応
じ
て
増
減
す
べ
き
だ
。

・
近
隣
自
治
体
と
の
比
較
か

ら
現
状
で
良
い
が
、
も
っ
と

地
元
に
根
付
い
た
仕
事
を
。

・
全
体
の
報
酬
総
額
は
維
持

し
定
数
の
２
〜
４
人
減
を
。

　こ
の
よ
う
に
冷
静
か
つ
厳

し
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

私
た
ち
議
員
も
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
し
た
。
今
回
の

議
論
を
踏
ま
え
、
年
内
に
は

議
会
と
し
て
定
数
・
報
酬
の

結
論
を
出
す
予
定
で
す
。

（
文
責
　田
中
　智
之
）

新
し
い
子
育
て
シ
ス
テ
ム
始
ま
る

総
務
文
教
常
任
委
員
会

ど
う
す
る
定
数
・
ど
う
す
る
報
酬

議
員
定
数
・
議
員
報
酬
特
別
委
員
会

教 

育 

長

教 

育 

長

教 

育 

長

ほ
ん
ま

ま
さ
い
ち

い
ち
か
わ

い
ち
こ

さ
と
う

し
ゅ
う
じ

ま
ち
だ

ひ
で
き

ほ
ん
ま

た
か
し

せ
き
か
わ

け
ん
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宮沢さやか
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中村恵美子
田中　智之
青木　　順
髙崎美由貴

議 長 五十嵐利栄

検索聖籠町議会

本会議を
聴くことが
できます

～ Welcome to Seiro ～

〒957ｰ0192　新潟県北蒲原郡聖籠町大字諏訪山1635ｰ4　TEL（0254）27ｰ1967　FAX（0254）27ｰ6133
議会だよりは町のホームページでもご覧になれます
聖籠町議会だよりは、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

「ようこそ聖籠へ！」では、他市町村出身で、
現在聖籠町にお住まいのご家族にインタビューをします。

石坂　雅則さん
（蓮潟）

いしざか まさのり

第２分団第３班の自動車ポンプ
の部です。３年ぶりの開催に緊
張！　　　　　　　　 （６月５日）

★表紙の写真★
「３年ぶりの操法演習」

子どもたちとディズニーに！

①FM 放送
エフエムしばた 76.9MHz
②インターネットサイマルラジオ
右のQRコードから
聴くことができます。

次回の定例会は、９月20日㈫開催予定です。

　町
長
任
期
中
最
後
の
定
例
会
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
１
期
目
の
成
果
や
今
後

の
展
望
を
聞
く
内
容
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　本
会
議
の
議
場
に
は
町
長
、
副
町
長
、

教
育
長
と
各
課
長
が
説
明
員
と
し
て
出

席
し
て
い
ま
す
。
新
年
度
に
な
り
、
課

長
の
顔
ぶ
れ
に
も
少
し
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。
新
し
く
教
育
未
来
課
長
が
加
わ

り
、
ま
た
21
年
ぶ
り
に
女
性
課
長
が
出

席
し
ま
し
た
。
女
性
が
男
性
と
変
わ
ら

ず
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
く
る
こ
と
は
決

し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
、
執
行
部
側
は
男
性
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

で
も
、
ま
だ
一
人
で
す
。
議
場
は
社
会

の
縮
図
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。

町
の
行
政
を
担
う
課
長
職
の
男
女
比
も
、

町
民
の
男
女
比
と
同
じ
で
あ
れ
ば
良
い

の
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ぜ
ひ
、
議
場
に
来
て
そ
ん
な
変
化
を

発
見
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
　

委
員
　髙
崎 

美
由
貴

　今
回
は
蓮
潟
集

落
の
、
石
坂
さ
ん

ご
家
族
で
す
。

　家
族
構
成
を
教

え
て
下
さ
い
。

　夫
婦
と
女
の
子

（
年
中
）
と
男
の

子
（
２
歳
）
の
４

人
家
族
で
す
。

　出
身
地
は
？
　

　私
は
新
発
田
市

（
旧
紫
雲
寺
町
）、

妻
は
村
上
市
出
身

で
す
。

　聖
籠
町
に
住
む

こ
と
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
？

　私
の
実
家
が
近

い
こ
と
、
妻
の
職

場
と
実
家
に
行
き

や
す
い
立
地
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
ま
た
静
か
で

良
い
土
地
を
見
つ
け
た
の
で

聖
籠
に
住
む
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　聖
籠
町
の
良
い
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　自
然
が
豊
か
で
海
が
近
い
。

　　ど
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
か
。

　子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び

暮
ら
せ
て
、
見
守
っ
て
く
れ

る
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
り
扱
い
が
、
コ
ン
ビ
ニ
で

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。

　石
坂
さ
ん
ご
家
族
の
夢
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　子
ど
も
た
ち
を
デ
ィ
ズ

ニ
ー
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ

た
い
！
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